
ちば千産技術事例集
平成２８年３月２３日 初　版
平成２９年３月２７日 第２版
平成３０年３月２３日 第３版
平成３１年３月２２日 第４版
令和　２年３月２３日 第５版

問い合わせ
千葉県県土整備部技術管理課技術情報班
千葉市中央区市場町１－１
TEL：043-223-3273
Mail ： gijutu39@mz.pref.chiba.lg.jp
URL： https://www.pref.chiba.lg.jp/gikan/shingijutsu/index.html

QRｺｰﾄ゙

ち
ばの技術を知ろう！
 千葉から発信！！

～ちば千産技術事例集～
ち
ばの技術を知ろう！
 千葉から発信！！５

版

令和元年度ちば千産技術展示会開催状況

千葉県県土整備部技術管理課



ははじじめめにに

千千葉葉県県でではは、、平平成成2255年年度度かからら県県内内のの建建設設関関連連企企業業のの技技術術力力やや
開開発発意意欲欲向向上上ののたためめ、、土土木木技技術術分分野野ななどどのの新新技技術術・・新新工工法法をを

「「ちちばば千千産産技技術術」」ととししてて広広くく情情報報発発信信しし、、そそのの活活用用やや普普及及をを
促促進進すするる取取組組みみをを行行っってていいまますす。。

本本事事例例集集ははここれれままででにに提提案案ののああっったた技技術術ににつついいてて、、公公共共事事業業でで
使使用用さされれたた事事例例をを取取りりままととめめたたももののでですす。。

ちちばば千千産産技技術術ととはは

従従来来技技術術よよりり活活用用効効果果のの高高いい材材料料、、製製品品、、工工法法等等でで、、実実用用化化ささ
れれてていいてて下下記記条条件件をを満満たたすすももののでですす。。

おお願願いい

○○ ちちばば千千産産技技術術はは、、技技術術のの活活用用とと普普及及をを促促進進すするるたためめののももののでで
あありり、、千千葉葉県県がが内内容容にに関関すするる認認証証をを行行ううももののででははあありりまませせんん。。

○○ 各各事事例例ににつついいててはは、、そそれれぞぞれれ提提案案者者がが制制作作ししてていいまますすののでで、、
問問いい合合わわせせににつついいててはは記記載載さされれてていいるる企企業業へへ直直接接おお願願いいししまますす。。

○○ ちちばば千千産産技技術術のの活活用用にに当当たたっっててはは、、現現場場条条件件等等にに十十分分留留意意しし、、
必必要要にに応応じじ開開発発者者にに問問合合せせるる等等、、適適正正ににごご利利用用願願いいまますす。。

・・県県内内にに本本社社又又はは自自社社工工場場ののああるる建建設設関関連連企企業業等等((協協会会、、組組合合
等等をを含含むむ))がが中中心心ととななっってて開開発発ししたた土土木木分分野野ななどどのの技技術術。。

・・公公共共工工事事等等でで活活用用可可能能なな技技術術。。

・・各各種種基基準準をを踏踏ままええたたもものの。。

・・技技術術のの公公表表にに異異存存ののなないいこことと。。

・・技技術術にに係係るる特特許許権権等等のの権権利利ににつついいてて問問題題がが生生じじなないいこことと。。



製製 品品

製製 品品 名名 提提 案案 者者 PP

共
通

高い中性化抑制をもつ、コンクリート表面含浸材「セラグシタールＰＲＯ」 (有)タートル 1

環境配慮型型枠「カタパネル」 天馬(株) ４

雨水貯留ハイブリット式災害時用トイレ「レスキュート」 ゼニス羽田(株) ５

石膏系中性固化材「エコハードＡⅡ」 チヨダウーテ(株) ５

高耐候性木材保護塗料「ﾌｧｲﾝｸﾘｽﾀﾙｳｯﾄﾞ+ﾌｧｲﾝｸﾘｽﾀﾙｺｰﾄforWOOD」 亀村木材(株) ６

人工軽量盛土「カルグリ・カルグリＧ」 日本メサライト工業(株) ６

プレキャスト製パネルによる鋼(管)矢板「オールガードパネル」 共和コンクリート工業(株) ７

さび面補修材「スーパーさびコートⅡ」 神東塗料(株) ７

コンクリートはつり機「スパイキハンマー」 栗田鑿岩機(株) ８

L型擁壁「フェンス穴付Ｌ型擁壁」 カイエー共和ｺﾝｸﾘｰﾄ(株) ９

無機質ガラスコーティング材「ナノグラスコート」 ﾅﾉ･ｸﾞﾗｽ･ｺｰﾄ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ(株) 10

難燃性ガラス系塗料「ブルーグラス」 亀村木材(株) 12

防汚型車線分離標「ウェーブポスト」 エヌティーダブリュー(株) 15

天然素材を使用した「エコ環境基盤」 柳川建設(株) 16

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ用・環境配慮型床材剥離機「Serena-mente」 インテリアいとう(有) 17

制震装置「ＢＯＳＨＩＮ(ボウシン)」 (株)アバン設計 18

「エンドミルを用いた金属管高速切断機」 京葉ガス(株) 18

落石防護柵「高耐食性ワイヤロープ(3×7)」 JFEテクノワイヤ(株) 20

再生ポリエチレン樹脂製敷板「スーパージュライトシリーズ」 京葉興業(株) 22

大型練積ブロック「Vロック」 (株)トッコン 25

自立型間知ブロック積用「基礎ブロック」 (株)トッコン 25

道
路

集水能力および安全性を向上させたコンクリート蓋「ＦＸ側溝 スリット蓋」 関東ＦＸ工業会 ２

拡幅鋼製地覆「ブリッジプラスアルファー（歩道タイプ）」 (株)シラヤマ ３

スリット側溝「フロンティア側溝」 カイエー共和ｺﾝｸﾘｰﾄ(株) 10

「アスファルトカッター用可動式防音パネル」 京葉ガス(株) 11

「斜角門形カルバート」 共和コンクリート工業(株) 12

鉄鋼スラグﾞを用いた簡易舗装材「カタマⓇSP」 新日鐵住金(株) 14

集水型側溝用コンクリート蓋「アートス」 (株)テラコン 19

「自転車道対応用函渠型側溝」 千葉窯業(株) 21

省スペース消音側溝「SN側溝」 千葉窯業(株) 21

雑草抑制型コンクリート製品「ウェーブボウソウ」 千葉県ｺﾝｸﾘｰﾄ製品協同組合 22

河
川
・
港
湾

「波返し直立堤プレキャスト化ブロック」 共和コンクリート工業(株) ８

鉄鋼スラグ水和固化体製ブロック、人工石材「フェロフォームⓇ」 ＪＦＥスチール(株) 13

「多自然環境ブロック(VCシリーズ)」 (株)トッコン 23

連結ﾎﾞﾙﾄ結合による多自然型大型空積ブロック「ロボック」 (株)トッコン 24

下
水
道

マンホール仮設転落防止柵「孔柵くん」 岩田産業(株) 15

「汚泥掻寄機の脱輪抑制装置」 岩田産業(株) 19

矩形組立マンホール「Ｉ(アイ)ホール」 日本Ｉホール工業会 20

技技 術術

技技 術術 名名 提提 案案 者者 PP

共
通

自立式擁壁工法「フーチングレス・パネル工法」 (株)コクヨー ９

法面保護工「マルチスプレッド工法」 (株)タック 11

管路曲り測定装置「ネモナビ」 根本企画工業(株) 13

置換式柱状地盤改良工法「ＳＳＴ工法」 (株)エスエスティー協会 14

コンクリート劣化防止工法「ファインクリスタルＳ＆ＴＯＰ工法」 ㈲タートル 16

「高所法面掘削機による掘削工法」 大昌建設(株) 17

「自立型間知ブロック積工法」 (株)トッコン 23

コマ型基礎工法「トップベース工法」 (株)トッコン 24

目目 次次

ちちばば千千産産技技術術事事例例集集



令令和和元元年年度度にに提提案案さされれたた技技術術

番番 号号 技技 術術 のの 名名 称称 技技 術術 のの 概概 要要 提提 案案 者者 掲掲載載

R01C
-1-1

高い中性化抑制をもつ、
コンクリート表面含浸材

「セラグシタールＰＲＯ」

含浸材塗布の1工程ですみ、散水養生等も
不要と施工性が非常に高く、かつ、安価に
施工できる。本材料は、完全無機ガラス材
料なので、改質効果は長期にわたり持続す
る。新設コンクリートだけでなく、既設コ
ンクリートへの施工も可能であり、本材料
による表層部緻密化は予防保全や補修工事
にも効果的である。

(有)タートル Ｐ１

R01C
-1-2

渦流制御式流出量抑制装置
「ボルテックスバルブ」

本製品は、雨水貯留施設等の流出口に装
着される流量制御装置である。取水口から
渦流形成室に進入した水流は、取水側の水
位が一定以上になると旋回して渦流となり、
発生した渦流の中心には柱状の空気核（ｴｱｰ
ｼｬﾌﾄ）が形成され、この空気柱が流出口の
有効断面を減じ、流出量が抑制される。電
力を必要とせず、雨水貯留施設の容量低減
や貯留機能の向上が可能となる。

ゼニス羽田(株) －

R01C
-1-3

集水能力および安全性を
向上させたコンクリート蓋
「ＦＸ側溝 スリット蓋」

本製品は、道路側溝用コンクリート蓋の
手掛け部分を 、センタ－スリット及びサイ
ドスリットに変えることにより集水能力が
向上し、センタ-スリットを10ｍｍにする
ことにより車椅子・ベビーカーの車輪幅に
配慮した形状としている。

関東ＦＸ工業会 Ｐ２

R01C
-1-4

拡幅鋼製地覆
「ブリッジプラスアルファー

（歩道タイプ）」

本製品は、工場で製造した橋梁拡幅用鋼
製地覆であり、歩道幅員を１ｍ以上拡幅す
ることが可能である。橋梁本体に補強が不
要なため、コスト縮減が図れ、工場製品の
ため品質が確保でき、現場作業日数が少な
いため工期の短縮が図れる。

(株)シラヤマ Ｐ３

R01C
-2-1

上下分割式 偏芯自由勾配側溝
「分割偏芯Cドレーン」

本製品は、従来の門型で底無しの自由勾
配側溝を、上部の門型と下部のU型に分割し
た構造にし、フルオープンになった開口部
からインバートコンクリートの墨打ち、打
設、均し、左官仕上げ等を行い、作業の省
力化等を図った上下分割式の自由勾配側溝
である。

共栄建材工業(株) －

R01C
-2-2

環境配慮型型枠
「カタパネル」

コンクリート型枠の多くは、南洋材の合
板で作られ、3～5回程度転用後に産業廃棄
物として処分されていたが、本製品は転用
性に優れており、転用することにより工事
現場での合板の産業廃棄物発生を抑制する。
従来の素材の型枠と比べ、軽い・錆びな
い・腐らない・アクが出ない・ササクレが
無い・光を通すなど様々なメリットを有す
る。

天馬(株) Ｐ４

R01C
-2-3

雨水貯留ハイブリット式災害時用
トイレ「レスキュート」

大容量の便槽と雨水貯水槽を併設するこ
とで、機能性に優れ快適なﾄｲﾚ環境を長期間
保てる、ｵｰﾙｲﾝﾜﾝ型の災害時用ﾄｲﾚｼｽﾃﾑであ
る。便槽の排出口は開閉式ｹﾞｰﾄのため、下
水道が崩壊又は行政からの使用停止が発令
された場合でも排出口が密閉できるため、
大容量の貯留漕に溜めることができ、ﾗｲﾌﾗｲ
ﾝが復旧されるまでの期間継続して使用が可
能となる。

ゼニス羽田(株) Ｐ５



平平成成3300年年度度にに提提案案さされれたた技技術術

番番 号号 技技 術術 のの 名名 称称 技技 術術 のの 概概 要要 提提 案案 者者 掲掲載載

H30C
-1-1

超高強度繊維補強
コンクリート製品

「ダクタル」

セメントに特殊繊維（鋼、有機）を加え
ることで、薄肉・軽量で高強度・高耐曲げ
の製品を得ることが可能であり、緻密な組
織構成となることから透水（気）係数が非
常に小さく塩害・凍結融解の耐久性に優れ
た長寿命材料として、補修が必要な期間を
延長することができる製品。

共和コンクリート
工業(株)

－

H30C
-1-2

石膏系中性固化材
「エコハードＡⅡ」

従来の石灰やセメント系固化材と異なり、
泥土のpHに影響を与えることなく中性域
（排水基準：pH5.8～8.6）のまま、短時
間（30分～2時間程度）で固化処理でき
る「環境にやさしい」土質改良材である。

チヨダウーテ(株) Ｐ５

H30C
-1-3

高耐候性木材保護塗料
「ﾌｧｲﾝｸﾘｽﾀﾙｳｯﾄﾞ+ﾌｧｲﾝｸﾘｽﾀﾙｺｰﾄ

forWOOD」

完全無機ガラスの木材への塗布により、
紫外線を遮断し、吸放湿性を妨げることな
く、超撥水性、防汚性、高耐久性を付加す
ることが可能となり、従来の塗装に比べ定
期的な再塗装の維持管理コストが大幅に削
減する製品。

亀村木材(株) Ｐ６

H30C
-1-4

既設道路橋用ゴム製排水装置
「ＢＢドレーン」

既設コンクリート橋の主桁や下部構造及
び支承の腐食の原因となる伸縮装置部から
の漏水を伸縮装置の下側で受け、桁側面へ
排水する装置である。設置が容易であるた
め、伸縮装置の交換及び交通規制を行うこ
となく設置が可能。

(株)ビー・ビー・
エム

－

H30C
-1-5

水硬性スラグコンパクション材料
「エコガイアストンⓇ

（摩擦タイプ）」

砂地盤の液状化対策工法であるサンドコ
ンパクションパイル工法において、天然砂
の代替材料として、製鋼スラグ単体または、
製鋼スラグに高炉徐冷スラグもしくは水砕
スラグを質量混合比で５０％以下の範囲で
混合して製造された、地球環境に優しく、
建設コスト低減に貢献できる副産物活用製
品。

新日鐵住金(株) －

H30C
-1-6

鋼製排水溝
「ガッタースクリーン・

マッドレイド」

本製品は、流水部に仕切りを設けること
により、流速を早くして土砂等が堆積しに
くくなり、排水機能の低下が生じにくくな
る鋼製排水溝である。そのため、メンテナ
ンスのためのコスト削減が可能。

(株)シラヤマ －

H30C
-2-1

多孔質天然石を活用した
修景パネル

「ビオフィルムＨＫタイプ」

基板の繊維強化セメント板に天然石を一
体化した軽量で薄型の環境修景パネルで、
多孔質天然石を活用することにより、明度
や色彩を抑えられ周辺環境との調和を図る
ことができ、透水性・通気性・保水性に優
れるため、動植物の生息・生育に必要な環
境を確保することができる。

共和コンクリート
工業(株)

－

H30C
-2-2

人工軽量盛土
「カルグリ・カルグリＧ」

カルグリシリーズは、膨張性頁岩を約
1,100℃で燃成、発泡させた人工軽量盛
土である。嵩密度が約1.1-1.2t/ｍ3と軽
くかつ水に浮かず、内部摩擦角も40-43
度以上が得られる材料である。主原料は千
葉県内産の頁岩を使用し、副原料の一部も
千葉県内の上下水道の脱水汚泥を活用して
いる、環境配慮型のリサイクル材料である。

日本メサライト
工業(株)

Ｐ６



平平成成22９９年年度度にに提提案案さされれたた技技術術

番番 号号 技技 術術 のの 名名 称称 技技 術術 のの 概概 要要 提提 案案 者者 掲掲載載

H29C
-1-1

プレキャスト製パネルによる
鋼(管)矢板の修景及び被覆
「オールガードパネル」

主に河川・海岸の鋼管杭や鋼矢板の現
場打被覆工は木製、鋼製の型枠であった
が、本製品は型枠として使用するととも
に本体の一部として躯体に残置でき、工
期の短縮及び施工性の向上を図れる。

共和コンクリート
工業(株)

Ｐ７

H29C
-1-2

プレキャストコンクリート製
残置型枠

「残置型枠ブロック」

主に港湾・漁港の既設岸壁で従来は鋼
製型枠を海中に設置し水中コンクリート
を打設していたが、本製品は鋼製型枠代
替えで使用し躯体の一部として残置でき、
工期の短縮及び施工性の向上を図れる。

共和コンクリート
工業(株)

－

H29C
-1-3

軟弱地盤改良用石灰系粒度調整材
「ジオタイザーⓇ」

軟弱地盤改良材「ジオタイザー®」は
鉄鋼スラグを原料とした石灰系粒度調整
材であり、粒状材料のため施工性が良く
粉塵がたたない、バラ材で運搬・保管が
出来るので取り扱いが容易である。

新日鐵住金(株) －

H29C
-1-4

さび面補修材
「スーパーさびコートⅡ」

塗料中のさび抑制剤が鋼材(鉄)のア
ノード溶解を抑制する効果を有し、鋼材
腐食を防ぐ機能を有している。本塗料は、
塗替え塗装に必要な旧塗膜適性を有して
おり、塗替え期間の延長が図れる。

神東塗料(株) Ｐ７

H29C
-1-5

ｺﾝｸﾘｰﾄの内面に溝を切削する
内面溝切装置

「スプリングビット工法」

あと施工アンカーのコア穿孔が既設構
造物の鉄筋と干渉した場合に、穿孔内壁
に凸凹を施すことで高密着させ、短い定
着長(例15D→8D程度)でも引抜き強度
を確保する工法。

田中ダイヤ工業(株) －

H29C
-2-1

岸壁・物揚場用型枠ブロック
「ロックブロック」

従来の現場打ちでは型枠の設置・撤去
等に潜水作業員で対応していたが、躯体
部分を陸上で組み立て重機で海中に設置
することで潜水作業日数を大幅に低減で
きる。

共和コンクリート
工業(株)

－

H29C
-2-2

「波返し直立堤プレキャスト化
ブロック」

従来は現場打ちコンクリート等で対応
していた海岸・河口の波返し護岸直立堤
を、大型ブロックを積上げることで、直
立堤本体工を築造できる。

共和コンクリート
工業(株)

Ｐ８

H29C
-2-3

転炉系製鋼スラグを用いた
浚渫土の土質改良

「カルシア改質土」

港湾工事等で発生する軟弱な浚渫土
(泥土)を、カルシア改質材(転炉系製鋼ス
ラグに成分管理と粒度調整を施した材
料)を混合し、強度増進効果・濁り抑制
効果・海域底質浄化効果等を付与した土
質材料。

新日鐵住金(株) －

H29C
-2-4

コンクリートはつり機
「スパイキハンマー」

ダムや橋脚、水路等のコンクリート表
面等の処理用に従来のブレーカーとは違
い、コンクリートを破砕するのではなく、
目粗し或いはチッピング等を行うため開
発した技術。

栗田鑿岩機(株) Ｐ８

H29C
-2-5

耐塩害コンクリート製品
「ハイグレコンⓇ」

塩化物イオン浸透抵抗や凍結融解抵抗
に優れた性能をかつ高い曲げ強度を有し
ひび割れ抵抗性に優れたコンクリート製
品で、従来に対し，塩害，凍害や中性化
等に対する耐久性に優れる。

千葉窯業(株) －
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H28C
-1-1

自立式擁壁工法
「ﾌｰﾁﾝｸﾞﾚｽ・ﾊﾟﾈﾙ工法」

自立式擁壁工法でフーチング(底版)が無い
構造のため、施工時の自由度が高く工期短縮
に繋がり、発生土が抑制できるため環境にも
配慮した工法。

(株)コクヨー P９

H28C
-1-2

Ｌ型擁壁
「フェンス穴付Ｌ型擁壁」

擁壁と基礎ブロックを一体化することによ
り施工性が向上。オリジナル型枠を使用する
ことにより道路勾配にあわせた製品が供給で
きるため、品質向上にもつながる製品。

カイエー共和
コンクリート(株)

P９

H28C
-1-3

スリット側溝
「フロンティア側溝」

Ｌ型縁塊と側溝を一体化することによりコ
スト縮減を図るとともに、エプロン幅を狭く
し、スリット排水溝を用いることにより自転
車走行時の安全性にも配慮している製品。

カイエー共和
コンクリート(株)

P10

H28C
-1-4

無機質ｶﾞﾗｽｺｰﾃｨﾝｸﾞ材
「ナノグラスコート」

無機ガラス質の被膜で対象物をコーティン
グすることにより素材の耐久性を向上させ、
長寿命化に寄与する。また落書き等の汚れか
ら素地を守り環境にも配慮した材料。

ﾅﾉ･ｸﾞﾗｽ･ｺｰﾄ･
ｼﾞｬﾊﾟﾝ(株)

P10

H28C
-1-5

法面保護工
「マルチスプレッド工法」

現場で発生する伐採材や伐根材を一次破砕
したウッドチップを利用し、法面の緑化を行
う環境に配慮した、発生材を現場で使用する
ため循環型社会の形成とゼロ・ミッションを
実現した工法。

(株)タック P11

H28C
-1-6

濁水抑制用簡易フィルター
「ウッドチップフィルター」

ウッドチップに土粒子が吸着する効果を利
用し、現場から発生する濁水を緩和(環境配
慮)するためのフィルター等として使用。発生
材利用のためコスト縮減にも繋がる製品。

(株)タック
－

H28C
-1-7

「アスファルトカッター用
可動式防音パネル」

アスファルト舗装版を切断する際に発生す
る騒音を軽減する環境に配慮した防音パネル
で、軽量でコンパクトに折り畳み可能な製品。

京葉ガス(株) P11

H28C
-2-1

「斜角門形カルバート」

小スパンの橋梁架け替えに適し、交差角を
任意に設定でき、使用するカルバートの本数
と用地を最小限に抑えることが可能。また二
次製品であるため短期間での設置が可能で施
工性に優れた製品。

共和コンクリート
工業(株)

P12

H28C
-2-2

アルミ合金押出し材を用いた
防食性能に優れた橋梁検査路

「ＫＥＲＯ（ケーロ）」

防食性能に優れたアルミ合金押出し材を使
用した橋梁用点検通路で、重量が従来製品と
比較し軽量なため既存構造物への負担を少な
く抑えることができる。またアルミ製のため
防食性能が大幅に向上し、ライフサイクルコ
ストの低減が図れる製品。

(株)横河ブリッジ －

H28C
-2-3

桁下面を塞ぐアルミ合金製の
常設作業足場パネル

「ｃｕｓａ（キュウサ）」

パネル上を自由に歩けるため桁間を隅々ま
で点検することが可能。また気密性を確保し
た敷設をすれば主構造への劣化因子(飛来塩分
等)の進入・付着を防止でき、塗装塗替費など
のライフサイクルコストの低減が期待できる
製品。

(株)横河ブリッジ －

H28C
-2-4

難燃性ガラス系塗料
「ブルーグラス」

木材塗装面を難燃化する技術で、併せて保
護塗装の効果もあるため、ライフサイクルコ
ストの低減が期待出来る。また工場での薬液
注入による従来工法よりローコスト、且つ既
設施設への施工も可能な技術。

亀村木材(株) P12

H28C
-2-5

管路曲り測定装置
「ネモナビ」

ジャイロを用いた全方位対応可能な小口径
管路の曲り測定装置で、鉛直方向だけではな
く水平方向や斜方向にも対応可能なため、
様々な用途に適用することが可能な技術。

根本企画工業(株) P13

H28C
-2-6

鉄鋼スラグ水和固化体製
ブロック、人工石材
「フェロフォームⓇ」

結合材に高炉セメントの原料である高炉ス
ラグ微粉末、骨材に製綱スラグ、混和剤にフ
ライアッシュ等の産業副産物を活用したセメ
ントコンクリート代替技術。

ＪＦＥスチール(株) P13

H28C
-2-7

鉄鋼スラグを用いた簡易舗装材
「カタマⓇＳＰ」

鉄鋼スラグ特有の潜在水硬性を活用した舗
装材料で、適量の散水と重機による転圧を行
うことで徐々に固化が進み、土系舗装や砕石
舗装の代替となる。また固化による防草効果
も期待出来でき、維持管理にも適した材料。

新日鐵住金(株) P14
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H27C
-1-1

置換式柱状地盤改良工法
「SST工法」

地盤を円柱状に掘削し、地上に排出した掘削
土に追加砂とセメント系固化剤を混合して改良
土を作成し、独自開発のオーガで締固めながら
充填する置換式柱状地盤改良工法。

(株)エスエスティー協会 P14

H27C
-1-2

マンホール仮設転落防止柵
「孔柵くん」

マンホール昇降時の安全性を高めるとともに、
歩行者への注意喚起や転落防止になる、設置撤
去が容易なマンホール仮設転落防止柵。

岩田産業(株) P15

H27C
-1-3

防汚型車線分離標
「ウェーブポスト」

六角断面構造を有することにより、車両の衝
突による反射材破損を軽減できるとともに、反
射シート表面に光触媒コーティングを施すこと
により、高い防汚性を有する防汚型車線分離標。

エヌティー
ダブリュー(株)

P15

H27C
-1-4

シャッター装置不要型
鋼管/鋳鉄管用

｢トランジション活管分岐継手｣

従来の活管分岐継手を用いたガス管分岐工事
の技術を改良し、作業性の向上・工事費の削減
を図った既存管の切断が不要な活管分岐継手。

京葉ガス(株) －

H27C
-1-5

天然素材を使用した
「エコ環境基盤」

軽量で保水性に優れた天然素材（火砕流堆積
積物）を使用した、屋上緑化などに適した緑化
用ブロック。

柳川建設(株) P16

H27C
-1-6

下水道管きょの更生
(反転・形成工法)工法
「スルーリング工法」

老朽化した下水道管を非開削で更生・修繕す
る技術で、地上から挿入した本管構成材を空気
圧で加圧し、温水で硬化させて管を形成する工
法。

(株)シーシーエス －

H27C
-1-7

下水道管きょの更生
(製管工法)工法

「ＳＷライナー工法」

老朽化した下水道管を非開削で更生・修繕す
る技術で、地上から挿入した硬質塩化ビニル製
の帯板を既設管内に螺旋状に巻きたて製管する
工法。

(株)シーシーエス －

H27C
-1-8

コンクリート二次製品
反転吊上工法

「ＴＬインサート」

ワンタッチロックつきインサートを用いるこ
とで安全な吊上反転を可能とした反転吊具。

京新工業(株) －

H27C
-2-1

コンクリート劣化防止工法
「ファインクリスタル

Ｓ＆ＴＯＰ工法」

コンクリートの表面に不溶性のガラス物質を
浸透させることにより表面部を綿密化させコン
クリートの劣化防止をはかる技術で、適用範囲
は新設だけではなく既設コンクリートにも使用
可能で長寿命化にも有効な工法。

(有)タートル P16

H27C
-2-2

長尺塩ビシート用・
環境配慮型床材剥離機

「Serena-mente(ｾﾚﾅ・ﾒﾝﾃ)」

床材などに使用されている長尺塩ビ床材を撤
去する際に、従来機と比較し低振動・低騒音を
可能とした技術で、粉じん等を最小限に抑えら
れるなど、周辺環境に配慮している工法。

インテリアいとう(有) P17

H27C
-2-3

｢高所法面掘削機による掘削工法｣

これまで人力で施工していた高所法面の掘
削・整形等の作業を機械化(ロッククライミング
マシーン)することにより、安全性・施工性を向
上させた工法。

大昌建設(株) P17

H27C
-2-4

｢無足場ロックボルト工法｣

高所法面・急傾斜・ダム工事現場等のロック
ボルト工にて、足場を必要とせず、主アンカー
と自走式アンカーロックマシンを主ワイヤー
ロープで固定し、遠隔操作で作業が出来る工法。

大昌建設(株) －

H27C
-2-5

制震装置
｢ＢＯＳＨＩＮ(ボウシン)｣

木造建築物において揺れを抵抗・減衰させ、
地震で歪んだ建物を復元して地震から守る。製
品はコンパクトなため新築からリフォームまで
幅広く取付可能な製品。

(株)アバン設計 P18

H27C
-2-6

｢エンドミルを用いた
金属管高速切断機｣

鋼管及び鋳鉄管(内面ライニング管含む)を切
断する技術で、従来は応力がかかり切断に時間
がかかっていたような箇所でも、エンドミルに
よりスムーズに切断でき、作業時間も短縮でき
ることから、交通渋滞緩和にもつながる工法。

京葉ガス(株) P18
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H26
-1-2

集水型側溝用ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋
「アートス」

蓋全面に集水用開孔部を設けることで集
水機能を向上させたコンクリート製側溝蓋。

金属製側溝蓋との組み合わせが不要とな
るため、コスト縮減にもなる。

(株)テラコン P19

H26
-1-3

「汚泥掻寄機の脱輪抑制装置」

地震時等の揺れに対して高い脱輪抑制効
果が見込めるほか、現地プレハブ組立のた
め取り付けが容易な下水処理場沈殿池等の
汚泥かき寄機の脱輪抑制装置。

岩田産業(株) P19

H26
-1-4

落石防護柵
「高耐食性ワイヤロープ(３×７)」

ガードケーブル、落石柵、落石網等に使
用する高耐食性のワイヤロープ。

従来の亜鉛メッキ処理に対して、高耐久
性ポリエチレン被覆にすることにより防食
性、耐候性を向上させた。

ＪＦＥテクノワイヤ
(株)

P20

H26
-1-5

矩形組立マンホール
「Ｉ(アイ)ホール」

内径2.5mまでの管に適用できる組立型
マンホールで、現場打ち工法に比べ省力化、
工期短縮が期待できる。

日本Ｉホール工業会
(千葉窯業(株)内)

P20

H26
-1-6

「自転車道対応用函渠型側溝」
路側幅を縮小することにより、限られた

スペースでの自転車道の整備優位性を有す
る函渠型側溝。

千葉窯業(株) P21

H26
-1-7

省スペース消音側溝
「SN側溝」

コンクリート蓋に球面支持部及び横ずれ
防止キーを設け、車両走行時のガタツキ音
を消音する。

また、本体側面を鉛直フラット面とした
ことにより、省スペース化、施工性の向上
が図られる。

千葉窯業(株) P21
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H25
-1-1

雑草抑制型ｺﾝｸﾘｰﾄ製品
「ウェーブボウソウ」

端部にウェーブ状の溝を設けることで雑
草の繁殖を抑制する道路用側溝。

千葉県
コンクリート
製品協同組合

P22

H25
-1-2

再生ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂製敷板
「ｽｰﾊﾟｰｼﾞｭﾗｲﾄｼﾘｰｽﾞ」

再生ポリエチレンを使用することにより、
柔軟で軽く、養生面に良く馴染む施工性に
優れた敷板。

京葉興業(株) P22

H25
-1-3

「多自然環境ブロック
（VCシリーズ）」

河川護岸の養生など自然生態系の保全・
復元機能をもつ多孔なコンクリートブロッ
ク。

(株)トッコン P23

H25
-1-4

「自立型間知ﾌﾞﾛｯｸ積工法」
背面に正面壁と同等の背面壁を設けたH

型形状とすることで裏型枠等が不要となり、
施工性と品質が向上されたブロック。

(株)トッコン P23

H25
-1-5

コマ型基礎工法
「トップベース工法」

構造物の基礎地盤面にコマ型コンクリー
トブロックを敷き並べた軟弱地盤改良工法
で、沈下抑制効果が大きい。

(株)トッコン P24

H25
-1-6

連結ボルト結合による
多自然型大型空積ブロック

「ロボック」

ﾌﾞﾛｯｸ間の結合に連結ﾎﾞﾙﾄと連結ﾋﾟﾝを用
いた多自然型大型空積ﾌﾞﾛｯｸで、練積ﾌﾞﾛｯｸ
(擁壁)と同等の強度が期待できる。

(株)トッコン P24

H25
-1-7

大型練積ブロック
「Vロック」

1.6個/㎡(通常の約6倍)の規格を持つ大
型積みﾌﾞﾛｯｸで、法止擁壁や河川護岸の施
工性や品質の向上が期待できる。

(株)トッコン P25

H25
-1-8

自立型間知ブロック積用
「基礎ブロック」

これまで現場打ちで対応していたものを、
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ製品化することにより、施工
性が向上し工期の短縮が図られる。

(株)トッコン P25

H25
-1-9

かごマット連結材
「Eリング」

従来のかごマット工法において、連結に
使用していたコイルをＥリングにすること
により、施工性の向上性が図られる。

(株)活充企画 －

H25
-1-10

天然繊維油吸着材
「エコパット」

油流出事故の初期対応の油吸着材で、水
を一切吸わずに油分のみを吸着する100％
天然繊維の環境に配慮した製品。自重の
40倍以上の吸着力がある。

(株)活充企画 －

H25
-1-11

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物補強工法
「FKパネル工法」

炭素繊維をエポキシ樹脂でフレキシブル
ボードに内蔵した構造のパネルで、剥落防
止効果を発揮するコンクリート構造物補強
工法。

(株)道路建設
コンサルタント

－

平平成成2255年年度度にに提提案案さされれたた技技術術



技術名 セラグシタールPRO 開発社 有限会社タートル

(補足)
高い中性化抑制をもつ

コンクリート表面含浸材
所在地 千葉県香取市佐原イ３８４０

工種 共通 電話番号 ０４７８－５７－３３９３

提案年度 令和元年度 ＵＲＬ http://xn‐‐mck0a9jr95jyz5a.com/

施工年月 平成３０年１０月 施工場所 千葉県香取市（一般住宅）

発注機関 民間 路線名等

１１．．建建設設費費・・管管理理費費縮縮減減

２．安全性向上

３３．．品品質質向向上上

４．工期短縮・施工性向上

５．環境配慮

使用者の意見(住民の方)
施工前・後で比べてもコンクリートの質感を変える事なく、仕上が

り、汚れ防止にもなっており管理もしやすい。
その他、経年による劣化要因などもありますので、見た目ですぐわ

かる結果を得られるには時間がかかるかとは思いますが、高い性能を
示す試験結果や性能維持にも優れ再塗布が不要な事も伺っております
ので、コスト面や今後の変化にも注視していきたいと思います。

技術（製品）の施工状況

【上段左】施工実績写真 一般住宅基礎
【上段右】本材料塗布後の電子顕微鏡写真。出典 千葉工業大学

【中下段】試験成績書
試験場所:一般社団法人施工技術総合研究所
試験方法:JSCE‐K 572‐2010 中性化抑制率39%

施工方法
⓪素地調整 (水平面新設の場合)レイタンス除去 (既設の場合)高圧洗浄
①本材料塗布(基準使用量0.2～0.3kg/㎡、下地状態により変動)
②乾燥養生 ③完成

一般住宅基礎施工

電子顕微鏡写真

1



技術名
集水能力および安全性を向上させた
コンクリート蓋

開発社 関東FX工業会

(補足) FX側溝スリット蓋 所在地 千葉県千葉市中央区要町2-11
（三洋コンクリート工業㈱開発営業部 内）

工種 道路 電話番号 043-305--5366

提案年度 令和元年度 ＵＲＬ http://www.sanyo-ck.co.jp

施工年月 平成30年12月 施工場所 木更津市金田東

発注機関 木更津市役所 路線名等 金田地域交流センター新築工事

スリット幅が狭く安心感があり、特にベビーカー・車椅子に
対して、安全でありデザイン性も優れている。

１．建設費・管理費縮減

２２．．安安全全性性向向上上

３．品質向上

４．工期短縮・施工性向上

５５．．環環境境配配慮慮

使用者の意見(地元住民の方)

技術（製品）の施工状況

センタースリット
10㎜×200㎜

サイドスリット
6㎜×130㎜

設置、取り外し用手
掛け

従来品 スリット蓋

スリット幅を狭くし 車椅子・
ベビーカーの車輪が落ちに
くい形状としました。
集水能力も従来品より向上

手掛け部分をなくしバリアフリー化
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技術名 ブリッジプラスα（歩道タイプ） 開発社 株式会社シラヤマ

(補足) 拡幅用鋼製地覆 所在地
（千葉工場）千葉県白井市

名内３３４－１

工種 道路 電話番号 ０４７－４９７－０３２１

提案年度 令和元年度 ＵＲＬ www.shirayama.net

施工年月 令和元年５月 施工場所 埼玉県さいたま市

発注機関 さいたま市 建設局 北部建設事務所 路線名等 市道３０１８３号線

１１．．建建設設費費・・管管理理費費縮縮減減

２．安全性向上

３３．．品品質質向向上上

４４．．工工期期短短縮縮・・施施工工性性向向上上

５．環境配慮

使用者の意見(さいたま市)

当該箇所は小学校の通学路であり、歩行者及び車両通行量が非常に
多い路線である。橋梁部の歩道幅員が狭い状態であったが、今回の工
事で歩道を拡幅したことにより、安全な歩行空間が確保できるように
なった。

技術（製品）の施工状況
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4002250

2000
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M24×400 アンカ-ボルト
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0
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434.878.2
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標準設置断面図 

M24 ダブルナット
(1種+3種)

M24 角座金
(□72×t6)

M16　ホ－ルインアンカ－
□-52×4.5 角ワッシャ

M20×80(強度区分 4.6以上)
M20　1種ナット
M20　3種ナット
M20　ワッシャ

2 %

補修・補強前 補修・補強後
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技術名 環境配慮型型枠 カタパネル 開発社 天馬株式会社

(補足) カタパネル 所在地 東京都北区赤羽1-63-6

工種 共通 電話番号 03-3598-5640

提案年度 令和元年度 ＵＲＬ http://www.tenmacorp.co.jp

施工年月 令和元年１0月～令和２年1月 施工場所 徳島県徳島市東沖州2丁目地先

発注機関
国土交通省四国地方整備局
小松島港湾空港整備事務所

路線名等

施工業者の意見（共栄建設株式会社）
通常は、鋼製型枠の大判パネルを製作して施工する工事に、着工

日程短縮の目的で「カタパネル」を導入したところ、現場での事前
準備時間が短縮され、型枠工事開始が大幅に早まりました。

「カタパネル」は軽量なため、現場での作業負担が軽減し、安全
面の向上にも役立ちます。

１．建設費・管理費縮減

２．安全性向上

３．品質向上

４．工期短縮・施工性向上

５５．．環環境境配配慮慮

技術（製品）の施工状況

登登録録技技術術「「カカタタパパネネルル」」
【概要】
強化プラスチック製コンクリート型枠用パネル
従来の木製（ベニヤ+桟木）型枠、鋼製型枠をそのまま置き換えることが出来、メンテナンスを施すことで
転用を効かせることが出来ます。
【特徴】
従来の型枠素材と比べ、「軽い・錆びない・腐らない」という３大特長に加え、乳白色半透明製品であり
光を透過するため、建込み後の現場が明るく、天候によってはコンクリートの流動が影となって目視できる
等のメリットもございます。
大判パネルに「カタパネル」を用いることでパネル重量の軽量化も図れます。
【環境配慮型型枠とは】
「カタパネル」は千葉県野田市の自社工場にて製造しておりますが、同工場内に「リサイクル設備」を保有
しており、転用を重ね現場での使用を終えた「カタパネル」をそこで粉砕し、「新しいカタパネル」を
作る際の再生原料として一定量を混ぜて製造しているため「マテリアルリサイクル製品」に分類されます。
このことから、「環境保護に貢献し得る材料」として、公共工事に用いる「熱帯雨林材料等の使用を抑制する
環境配慮型型枠」に「プラスチック型枠」を定義する自治体も増えており、土木工事・建築工事・設備工事等
様々な現場にて、積極的に活用され始めております。

【施工事例写真】

防潮堤工事に使用：海水による腐食・錆び浮きが無く、簡単なメンテナンスで次現場への転用が可能です。
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め
パ
ー
ク

看
板
に

ﾌ
ｧ
ｲ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｽ
ﾀ
ﾙ
ｳ
ｯ
ﾄ
ﾞ
施
工

技
術
名

人
工

軽
量

盛
土
カ
ル
グ
リ
シ
リ
ー

ズ
開
発
社

日
本

メ
サ
ラ
イ
ト
工
業
株
式
会
社

(補
足
)

人
工

軽
量

盛
土
カ
ル
グ
リ

及
び
カ
ル
グ
リ

Ｇ
所
在
地

千
葉
県

船
橋
市

西
浦
３
-９
-２

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4

7
-4
3
1
-8
1
3

8

提
案
年
度

平
成
３
0
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
s
:/
/w
w
w
.m

it
s
u

i-

k
in

z
o
k
u
.c
o
.jp
/g

ro
u
p
/m

e
s
a
lit

e
/

施
工
年
月

平
成
２
７
年
１
月

施
工
場
所

千
葉
県
市

川
北
側

堀
之

内
地
区

発
注
機
関

国
交

省
(関
東
地

整
) 

首
都

国
道
事

務
所

路
線
名
等

首
都
高

速
外

郭
環
状
線
工
事
市

川
市

北
側

区
間

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

使
用
者
の
意
見
(施
工
業
者
)

初
め
て
使
用
し
た
製
品
で
基
本
的
に

敷
き

均
し
と
軽
く

締
固
め
を
行
っ
た

だ
け

だ
が
、

完
成
検

査
や
そ
の
後
の

調
査
で
も
、

沈
下
が
見
ら
れ
て
い
な
い
。
出

荷
先

も
近
く
、

納
期
・
数
量
共
に

希
望
通
り
に

搬
入
さ
れ
、
ス
ム
ー

ズ
に
施
工
が
出
来

た
と
思
う
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

【
品
質
規
格
】

雨
水
管
（
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
）
埋
設

カ
ル
グ
リ
Ｇ
充
填

敷
き
均
し
・
締
固
め
（
軽
度
）

砕
石
（
路
盤
）
・
舗
装

完
成

カカ
ルル
ググ
リリ

単
位
体
積
重
量

12
kN
／

m
3

内
部
摩
擦
角

40
°

粒
度

0～
40
ｍ
ｍ

水
中
有
効
重
量

4k
N
／

m
3

カカ
ルル
ググ
リリ
ＧＧ

単
位
体
積
重
量

11
kN
／

m
3

内
部
摩
擦
角

43
°

粒
度

5～
15
ｍ
ｍ

水
中
有
効
重
量

4k
N
／

m
3

外
環
道
市
川
北
側
堀
之
内
地
区
函
渠
工
の
連
絡
道
下
部
に
埋
設
す
る
地
下
・
雨
水
用
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
布
設
工
事
で
あ
っ
た
、

現
場
の
地
盤
は
軟
弱
で
発
生
土
で
の
埋
戻
し
は
沈
下
が
懸
念
さ
れ
る
事
か
ら
、
土
圧
低
減
の
目
的
で
カ
ル
グ
リ
Ｇ
の
採
用
と
な
っ
た
。

カ
ル
グ
リ
Ｇ

そ
の
他
千
葉
県
内
実
績
例
（
一
部
）

工
事
名
：
一
般
国
道
３
５
６
号
線
道
路
整
備
工
事
（
千
葉
県
土
整
備
部
香
取
地
域
整
備
セ
ン
タ
ー
）

〃
：
田
野
倉
橋
架
換
工
事
下
部
工

（
千
葉
県
土
整
備
部
成
田
土
木
事
務
所
）

〃
：
下
手
川
護
岸
整
備
工
事

（
千
葉
県
土
整
備
部
印
旛
土
木
事
務
所
）
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技
術
名

オ
ー
ル
ガ
ー
ド
パ
ネ
ル

開
発
社

共
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
株
式
会
社

(補
足
)

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
パ
ネ
ル
に
よ
る

鋼
（
管
）
矢
板
の
修
景
及
び
被
覆

所
在
地

千
葉
市
若
葉
区
都
賀
３
－
２
４
－
１

工
種

共
通

電
話
番
号

0
４
３
－
２
３
５
－
５
５
９
０

提
案
年
度

平
成
２
９
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.k
yo
w
a
-c
o
n
c
re
te
.c
o
.jp
/

施
工
年
月

平
成
２
２
年
度
～

施
工
場
所

浦
安
市
当
代
島

発
注
機
関

葛
南
土
木
事
務
所

路
線
名
等

一
級
河
川
旧
江
戸
川

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４４
．．
工工
期期
短短
縮縮
・・
施施
工工
性性
向向
上上

５
．
環
境
配
慮

使
用
者
の
意
見
(葛
南
土
木
事
務
所
)

当
該
現
場
で
は
、
以
前
現
場
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
笠
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
施
工
し

て
い
た
が
、
水
中
で
の
作
業
が
発
生
す
る
ほ
か
、
潮
の
干
満
の
影
響
で
作
業
時
間

が
長
期
化
し
た
た
め
型
枠
兼
用
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル
を
採
用
し
て
い
る
。
使

用
後
の
感
想
と
し
て
は
、
作
業
効
率
が
大
き
く
向
上
し
工
期
の
短
縮
が
十
分
図
ら

れ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル
建
込

ココ
ンン
クク
リリ
ーー
トト
パパ
ネネ
ルル
製製
品品
図図

コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル
建
込
完
了

完
成

間間
詰詰
ココ
ンン
打打
設設

（（
水水
中中
ココ
ンン
クク
リリ
ーー
トト
））

クク
レレ
ーー
ンン
にに
よよ
るる
建建
込込

特特
長長

型型
枠枠
兼兼
用用
のの
ココ
ンン
クク
リリ
ーー
トト
パパ
ネネ
ルル
をを
所所
定定
のの
位位
置置
にに
設設
置置
しし
、、
間間
詰詰
めめ
ココ
ンン
クク
リリ
ーー
トト
をを
打打
設設
すす
るる
ここ
とと
でで
所所
要要
のの
目目
的的
物物
をを

完完
成成
ささ
せせ
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
すす
。。
現現
場場
でで
はは
型型
枠枠
、、
水水
中中
潜潜
水水
作作
業業
がが
省省
力力
化化
ささ
れれ
、、
現現
場場
打打
ちち
ココ
ンン
クク
リリ
ーー
トト
とと
比比
較較
しし
てて
作作
業業

効効
率率
をを
大大
幅幅
にに
向向
上上
ささ
せせ
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
すす
。。
まま
たた
、、
周周
辺辺
環環
境境
にに
配配
慮慮
すす
るる
必必
要要
がが
ああ
るる
場場
合合
はは
表表
面面
加加
工工
もも
でで
きき
まま
すす
。。

仮仮
設設
備備
工工
のの
軽軽
減減

水水
中中
・・潜潜
水水
作作
業業
のの
削削
減減

工工
期期
のの
短短
縮縮

発発
揮揮
ささ
れれ
たた
効効
果果

ス
ー
パ
ー
さ
び
コ
ー
ト
Ⅱ
は
素
地
調
整
後
の
鋼
材
露
出
部
に

塗
装
す
る
こ
と
で
、
塗
料
中
の
特
殊
防
錆
剤
が
鋼
材
(鉄
）の

ア
ノ
ー
ド
溶
解
を
抑
制
(さ
び
の
進
行
を
抑
制
)し
、
塗
替
え
期

間
の
延
長
が
期
待
で
き
る
塗
料
で
す
。

技
術
名

ス
ー
パ
ー
さ
び
コ
ー
ト
Ⅱ

開
発
社

神
東
塗
料
株
式
会
社

千
葉
事
業
所
(八
千
代
市
)

(補
足
)

さ
び
面
補
修
剤

所
在
地

兵
庫
県
尼
崎
市
南
塚
口
町

六
丁
目
1
0
番
7
3
号

工
種

そ
の
他

電
話
番
号

0
3
-3
5
2
2
-1
6
7
8

提
案
年
度

平
成
2
9
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.s
h
in
to
p
a
in
t.
c
o
.jp

施
工
年
月

平
成
2
７
年

施
工
場
所

岐
阜
市

発
注
機
関

岐
阜
土
木
事
務
所

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管管
理理
費費
縮縮
減減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品品
質質
向向
上上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

使
用
者
の
意
見
(地
元
住
民
の
方
)

本
製
品
は
防
錆
性
の
向
上
が
期
待
で
き
る
材
料
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

作
業
性
に
つ
い
て
は
従
来
の
さ
び
止
め
塗
料
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
為
、

工
程
管
理
を
含
め
安
心
し
て
施
工
で
き
た
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

施
工

(素
地
調
整

)前
ス
ー
パ
ー
さ
び
コ
ー
ト
Ⅱ
塗
装

素
地
調
整

程
度

3種

ス
ー
パ
ー

さ
び
コ
ー
ト
Ⅱ

塗
装

素
地
調
整
程
度
・
塗
料
名

標
準
塗
布
量

(
g
/
m
2
)

塗
装
間
隔

（
2
0
℃
）

素
地
調
整

3
種
ケ
レ
ン

4時
間

以
内

下
塗

(鋼
材
露
出
部
）
スス
ーー
パパ
ーー
ささ
びび
ココ
ーー
トト
ⅡⅡ

（
1
8
0
）

1
日
～
1
0
日

下
塗

ネ
オ
ゴ
ー
セ
ー
マ
イ
ル
ド
下
塗

2
0
0

1
日
～
1
0
日

下
塗

ネ
オ
ゴ
ー
セ
ー
マ
イ
ル
ド
下
塗

2
0
0

1
日
～
1
0
日

中
塗

シ
ン
ト
ー
フ
ロ
ン
#
1
0
0
マ
イ
ル
ド
中
塗

1
4
0

1
日
～
1
0
日

上
塗

シ
ン
ト
ー
フ
ロ
ン
#
1
0
0
マ
イ
ル
ド

1
2
0

塗
装
仕
様

(鋼
道
路
橋
防
食
便
覧

(R
c-
Ⅲ
塗
装
系
）
）

塗
装
完
了
後

特
殊
防
錆
剤

鋼
材
(鉄

)腐
食
因
子

模
式
図
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技
術
名

波
返
し
直
立
堤
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
ブ
ロ
ッ
ク

開
発
社

共
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
株
式
会
社

(補
足
)

所
在
地

千
葉
市
若
葉
区
都
賀
３
－
２
４
－
１

工
種

河
川

電
話
番
号

0
4
3
-2
3
5
-5
5
9
0

提
案
年
度

平
成
２
９
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.k
yo
w
a
-c
o
n
c
re
te
.c
o
.jp
/

施
工
年
月

平
成
２
２
年
度
か
ら
平
成
２
３
年
度

施
工
場
所

千
葉
県
浦
安
市
日
の
出

発
注
機
関

葛
南
土
木
事
務
所

路
線
名
等

海
岸
保
全
区
域
浦
安
海
岸

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２２
．．
安安
全全
性性
向向
上上

３
．
品
質
向
上

４４
．．
工工
期期
短短
縮縮
・・
施施
工工
性性
向向
上上

５
．
環
境
配
慮

使
用
者
の
意
見
(葛
南
土
木
事
務
所
)

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
は
足
場
工
、
支
保
工
な
ど
の
仮
設
が
不
要
で
あ
り
鉄
筋
の

加
工
・
組
み
立
て
も
省
略
で
き
施
工
性
も
良
好
な
こ
と
か
ら
、
迅
速
な
施
工
が
必

要
な
場
合
に
適
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
工
場
製
造
品
に
は
、
現
場
打
ち

と
比
較
し
て
天
候
に
も
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
安
定
し
た
品
質
が
得
ら
れ
る
点
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
当
該
現
場
に
お
い
て
は
災
害
工
事
の
性
格
か
ら
早
期
の
復
旧

が
求
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
要
求
に
も
応
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
製
品
図

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

完
成

ブ
ロ
ッ
ク
組
立

間
詰
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設

波
返
し
（
円
形
）

間
詰
め
工

ク
レ
ー
ン
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
組
立
作
業

特特
長長

現現
場場
打打
ちち
のの
波波
返返
しし
工工
はは
支支
保保
工工
、、
足足
場場
工工
なな
どど
のの
作作
業業
がが
必必
要要
でで
ああ
りり
、、
まま
たた
円円
形形
型型
枠枠
工工
はは
熟熟
練練
がが
必必
要要
なな
たた
めめ
困困
難難

をを
伴伴
うう
場場
合合
もも
多多
かか
っっ
たた
。。
本本
製製
品品
はは
間間
詰詰
ココ
ンン
クク
リリ
ーー
トト
のの
打打
設設
でで
作作
業業
がが
完完
了了
しし
、、
型型
枠枠
工工
をを
含含
めめ
たた
仮仮
設設
工工
のの
だだ
いい
ぶぶ
んん

をを
省省
略略
すす
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
、、
現現
場場
打打
とと
比比
較較
しし
てて
作作
業業
効効
率率
をを
各各
段段
にに
向向
上上
ささ
せせ
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
すす
。。

海
側

陸
側

仮仮
設設
・・
煩煩
雑雑
作作
業業
のの
軽軽
減減

工工
期期
のの
短短
縮縮

鉄鉄
筋筋
作作
業業
のの
省省
略略

発発
揮揮
ささ
れれ
たた
効効
果果

技
術
名

ス
パ
イ
キ
ハ
ン
マ
ー

開
発
社

栗
田
鑿
岩
機
株
式
会
社

(補
足
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
つ
り
機

所
在
地

千
葉
県
八
街
市
滝
台
7
3
6
-1

工
種

そ
の
他

電
話
番
号

0
4
3
-4
4
5
-0
3
9
1

提
案
年
度

平
成
2
9
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/ w
w
w
.k
u
ri
ta
s
a
k
u
g
a
n
k
i.c
o
.jp

施
工
年
月

平
成
2
9
年
5
月

施
工
場
所

東
京
都

発
注
機
関

民
間
鉄
道
会
社

路
線
名
等

--
-

１１
．．
建建
設設
費費
・
管
理
費
縮縮
減減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４４
．．
工工
期期
短短
縮縮
・・
施施
工工
性性
向向
上上

５
．
環
境
配
慮

施
工
者
の
意
見
(元
請
建
設
会
社
)

人
力
に
比
べ
圧
倒
的
に
施
工
効
率
が
高
く
、
ま
た
重
機
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
１
人
で

足
場
も
要
ら
ず
、
高
所
も
作
業
で
き
る
の
で
安
全
性
も
高
い
で
す
。

特
に
面
積
の
大
き
い
チ
ッ
ピ
ン
グ
作
業
に
は
、
と
て
も
有
効
と
思
わ
れ
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
を
粉
砕
す
る
従
来
の
ブ
レ
ー
カ
ー
で
は
な
く
て
、
ダ
ム
・橋
脚
・水
路
等
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
の
チ
ッ
ピ
ン
グ
（目
粗
し
）処
理
用
に
開
発
さ
れ
た
重
機
用
の
ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
で
す
。

特
徴
は
、
重
機
先
端
に
ア
ダ
プ
タ
ー
で
簡
単
に
取
付
け
ら
れ
免
許
等
は
不
要
で
す
。

重
機
の
ア
ー
ム
が
届
く
範
囲
で
使
用
可
能
な
た
め
足
場
な
ど
の
設
置
は
不
要
で
す
。

空
圧
で
作
動
す
る
た
め
操
作
が
簡
単
で
水
中
な
ど
で
の
使
用
も
可
能
で
す
。

従
来
技
術
（人
力
・ウ
オ
ー
タ
ジ
ェ
ッ
ト
）と
比
較
す
る
と
施
工
経
済
性
に
優
れ
て
い
ま
す
。
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技
術

名
フ
ー
チ
ン
グ
レ
ス
・
パ
ネ
ル
⼯
法

開
発
社

株
式
会
社
コ
ク
ヨ
ー

(補
足
)

⾃
⽴
式
擁
壁
⼯
法

所
在
地

千
葉
市
稲
毛
区
山
王
町
3
3
6
-1

工
種

共
通

電
話

番
号

0
4
3
（
3
0
4
）
2
0
7
7

提
案
年
度

平
成
28
年
度

Ｕ
Ｒ

Ｌ
h
tt
p
:/
/k
o
k
u
yo
h
.jp

施
工
年
月
平
成
2
0
年
6
月

施
工
場
所
野
田
市
七
光
台
駅

発
注
機
関
野
田
市
七
光
台
駅
西
土
地
区
画
整
理
組
合

路
線
名
等

施
工
者
の
意
見
(東
葛
工
業
(株
))

フ
ー
チ
ン
グ
レ
ス
・
パ
ネ
ル
工
法
は
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
パ
ネ
ル
を
用
い
る
た
め
、

工
期
が
と
て
も
短
く
済
み
、
地
元
の
方
に
迷
惑
を
か
け
ず
に
済
み
ま
し
た
。

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４４
．．
工工
期期
短短
縮縮
・・
施施
工工
性性
向向
上上

５
．
環
境
配
慮

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

プ
レ
キ
ャ
ス
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル

柱 状 地 盤 改 良

パ
ネ
ル
幅
2m

3mまで(標準)

根入長3m～

パ
ネ
ル
厚
0.
45
m

鋼
管

改良径0.6～0.7m

特特
徴徴 ・・
掘掘
削削
幅幅
のの

とと
れれ
なな
いい
現現
場場
でで
有有
効効

・・
地地
盤盤
のの
ああ
まま
りり
よよ
くく
なな
いい

現現
場場
でで
はは
経経
済済
的的

・・
狭狭
いい
現現
場場
でで
のの
施施
工工
がが
可可
能能

技
術
名

フ
ェ
ン
ス
穴
付
Ｌ
型
擁
壁

開
発
社

カ
イ
エ
ー
共
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

(補
足
)

Ｌ
型
擁
壁

所
在
地

千
葉
県
千
葉
市

若
葉

区
都

賀
3

-2
4

-1
 都

賀
M

T
ビ
ル
1

F

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
3
-2
3
3
-9
0
9
9

提
案
年
度

平
成
２
８
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.k
a
ie
i-
k
yo
w
a
.jp

施
工
年
月

平
成
2
7
年
2
月

施
工
場
所

千
葉
県
四
街
道
市
物
井
地
区

発
注
機
関

独
立
行

政
法
人

都
市
再
生

機
構

首
都

圏
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
本
部
路
線
名
等

都
計
道
3
-4
-2
0
号
線

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４４
．．
工工
期期
短短
縮縮
・・
施施
工工
性性
向向
上上

５
．
環
境
配
慮

発
注
者
の
意
見
(U
R
都
市
機
構
首
都
圏
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
本
部
)

施
工
者
の
意
見
（
岩
田
地
先
建
設
株
式
会
社
）

Ｌ
型
擁
壁
と
転
落
防
止
柵
の
基
礎
が
一
体
の
為
、
工
期
短
縮
が
図
れ
た
事
と
、
用

地
を
最
大
限
利
用
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
又
、
今
回
の
製
品
は
「
平
成
2
4
年

度
版
道
路
土
工
擁
壁
工
指
針
」
に
準
拠
し
て
い
た
為
、
安
心
し
て
使
用
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

「
フ

ェ
ン
ス

穴
付

Ｌ
型

擁
壁
」

擁
壁
天

端
に
転

落
防
止

柵
支

柱
用
の

埋
込
み

穴
を
（

m
/
箇
所
）

予
め
設
け
て
い
る
、

Ｌ
型

擁
壁
で
す
。

オ
リ

ジ
ナ
ル
の
自

在
調
整
型
枠
を
用
い
て
、

左
右
の

擁
壁
高
を
0
～
1
0
%
の

範
囲
に
て
自

在
調
整
可
能
で
す
。

擁
壁
高
に

つ
い
は
、

Ｈ
=
0
.7
0

m
～
H

=
3
.5
0

m
を
製
造
し
て
お
り
、
基

礎
・

裏
込
土
の
設

計
条

件
は

砂
質
土
、

粘
性
土
の

２
種
類
の

形
状
・
配

筋
規

格
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

（新
規
性
）

Ｌ
型
擁
壁
と
転
落
防
止
柵
基
礎
を
一
体
化
さ
せ
る
こ
と
と
、
道
路
勾
配

に
合
わ
せ
た
天
端
斜
切
り
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
自
在
調
整
型
枠
を
用
い
て
、

製
造
し
て
い
ま
す
。

（効
果
）

擁
壁
天
端
と
転
落
防
止
柵
基
礎
を
一
体
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
工
期

短
縮
や
省
力
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
や
、
用
地
を
最
大
限
有
効
利
用
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
天
端
斜
切
り
加
工
を
型
枠
打
設

に
よ
り
製
造
す
る
こ
と
で
は
コ
ス
ト
削
減
、
仕
上
が
り
の
精
度
ア
ッ
プ
の

他
、
決
め
ら
れ
た
鉄
筋
か
ぶ
り
を
維
持
す
る
事
が
容
易
に
な
り
ま
す
。

平
成
2
4
年
度
版
道
路
土
工
擁
壁
工
指
針
に
準
拠
し
て
お
り
ま
す
。

0～
10

%
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ブ
ロ
ッ
ク
タ
イ
プ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
タ
イ
プ

セ
ン
タ
ー

Ｖ
タ
イ
プ

マ
ウ
ン
ド
タ
イ
プ

技
術
名

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
側
溝

開
発
社

カ
イ
エ
ー
共
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

(補
足
)

ス
リ
ッ
ト
側
溝

所
在
地

千
葉
県
千
葉
市

若
葉

区
都

賀
3

-2
4

-1
 都

賀
M

T
ビ
ル
1

F

工
種

道
路

電
話
番
号

0
4
3
-2
3
3
-9
0
9
9

提
案
年
度

平
成
２
８
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.k
a
ie
i-
k
yo
w
a
.jp

施
工
年
月

平
成
2
８
年
１
月

施
工
場
所

千
葉
県
習
志
野
市
実
籾

発
注
機
関

千
葉
県
千
葉
土
木
事
務
所

路
線
名
等

都
市
計
画
道
路
東
習
志
野
実
籾
線

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２２
．．
安安
全全
性性
向向
上上

３
．
品
質
向
上

４４
．．
工工
期期
短短
縮縮
・・
施施
工工
性性
向向
上上

５
．
環
境
配
慮

道
路
管
理
者
の
意
見
(千
葉
土
木
事
務
所
)

・
エ
プ
ロ
ン
が
幅
が
狭
く
、
路
肩
の
鋪
装
幅
が
広
く
取
れ
る
製
品
で
あ
る
。

・
連
続
し
た
ス
リ
ッ
ト
溝
及
び
、
排
水
性
舗
装
に
対
応
し
て
い
る
事
か
ら
排
水
性

能
が
良
く
、
安
全
性
に
優
れ
て
い
る
製
品
で
あ
る
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

「
フ

ロ
ン
テ

ィ
ア

側
溝
」

バ
リ
ア

フ
リ
ー
タ
イ
プ
の
排
水
性

舗
装
対
応
の
ス
リ
ッ
ト

側
溝
で
す
。
従
来
技
術
と
比
べ
て
、
す
べ
り
止
め

の
紋
様
を
施
し
た
エ
プ

ロ
ン
部
と
小
物
や
自
転
車
の
タ
イ
ヤ
が

落
ち
に
く
い
ス
リ
ッ
ト
排
水

孔
に
よ
り
、
安
全
性
や

走
行
性
に
配
慮
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
エ
プ

ロ
ン
部
の

形
状
と
し
て

４
種
類
の

バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
用
意
し
て
お
り
、

利
用

形
態
に
合
わ
せ
た

選
択
が

可
能
で
す
。
ス
リ
ム
化
に
よ
る
軽
量
タ
イ
プ
の

形
状
は
、
施
工
性
は
基
よ
り
経

済
性
に
お
い
て
も
従
来
型
と
比
べ
て
、

格
段
に
向
上
し

て
い
ま
す
。

豊
富
な

バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン

（
効
果
）

路
肩
部
で
の
歩
行
や
自
転
車
の

走
行
時
の
安

全
性
の
向
上
、

連
続
ス
リ
ッ
ト
に
よ
る
雨
水

排
水
性
能
の
向
上
、

豊
富
な

バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
り
、

利
用

形
態
に
合
わ
せ
た

選
択
が

可
能
の
た
め
、

景
観
性
の
向
上
に

繋
が
り
ま

す
。

（
新

規
性
）

側
溝
の
エ
プ

ロ
ン
部
に
す
べ
り
止
め
の

紋
様

を
施
し
、
幅
の
狭
い
（
1
2

m
m
)）

連
続
ス

リ
ッ
ト

溝
か
ら
の

集
水
構
造
と
す
る
こ
と
に

よ
り
、
高
い
安
全
性
と
排
水
能

力
を
合
わ
せ

持
っ
て
い
ま
す
。

マ
ウ
ン
ド
タ
イ
プ
の
自
転
車
通
行
帯
で
の
使
用
で
は
、
安安
全全
でで
快快
適適
なな
自自
転転
車車
利利
用用
環環
境境

創創
出出
ガガ
イイ
ドド
ララ
イイ
ンン
に
準
じ
て
お
り
ま
す
。

技
術
名

ナ
ノ
グ
ラ
ス
コ
ー
ト

開
発
社

ﾅﾉ
･ｸ
ﾞﾗ
ｽ･
ｺｰ
ﾄ･
ｼﾞ
ｬﾊ
ﾟﾝ
株
式
会
社

(補
足
)

無
機
質
ガ
ラ
ス
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
材

所
在
地

千
葉
市
花
見
川
区
犢
橋
町
1
6
6
6
-1

工
種

そ
の
他

電
話
番
号

0
4
3
-2
1
5
-2
5
2
5

提
案
年
度

平
成
2
8
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/n
a
n
o
-g
c
j.c
o
.jp
/

施
工
年
月

2
0
0
4
年
4
月

施
工
場
所

渋
谷
公
園
通
り
（
東
京
都
渋
谷
区
）

発
注
機
関

渋
谷
公
園
通
商
店
街
振
興
組
合

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

管
理
者
の
意
見
(組
合
担
当
者
)

延
べ
3
0
0
本

超
の

街
灯
が
、
1
0
年

以
上
に

渡
り
状
態
を
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
場
所

柄
、

音
楽
ラ
イ

ブ
や
ク
リ
ス
マ
ス
等
、

季
節
イ
ベ
ン
ト
の
後
な
ど
は

落
書
き
や
ス

テ
ッ
カ
ー
の

貼
り

付
け
で
環
境
が

著
し
く

悪
化
し
ま
す
が
、
簡
単
に

剥
が
す
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
当

組
合
の
管
理
箇
所
で
の

美
観
維
持
に
大
変
役
立
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
特

殊
な
の
り
で
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
ら
れ
た
際
の

除
去
に
溶

剤
を
使
用
し
て
も
塗

装
に
影
響
せ

ず
、
補
修
を

必
要
と
し
な
い
の
で
、
手
間
や
コ
ス
ト
の
面
で
も
非
常
に

助
か
っ
て
い
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

（
20
04
年
4⽉
施
⼯
）
商
店
街
振
興
組
合
が

管
理
す
る、
街
灯
⽀
柱
に
コー
ティ
ング
施
⼯

（
20
16
年
4⽉
現
在
）
他
の
道
路
付
属
物
と対
照
的
に
、落
書
き・
ステ
ッカ
ー
等

が
無
く、
また
塗
装
の
劣
化
、腐
⾷
（
サ
ビ）
も起
きて
い
な
い
様
⼦
が
判
る

年 経 過

耐
久
性

塗
装
の
定
期
的
な
塗
り替
え
が
不
要
︕
（
鉄
材
・壁
⾯
・ｺ
ﾝｸ
ﾘｰ
ﾄ他
）

防
汚
性

落
書
き
、ス
テ
ッカ
ー
等
も
簡
単
に
は
が
せ
る
︕

安
全
性

環
境
・⼈
体
に
も
安
全
︕
（
溶
剤
揮
発
、粉

体
化
⾶
散
が
起
こら
な
い
）

「
塗
り
替
え
は
不
要
に
な
る
」

〜
予
防
型
塗
料
で
保
全
の
概
念
に
⾰
命
を
〜

ナ
ノグ
ラス
コー
トの
３
⼤
特
⻑

塗

12

落 環
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技
術
名

マ
ル
チ
ス
プ
レ
ッ
ド
工
法

開
発
社

株
式
会
社
タ
ッ
ク

(補
足
)

法
面
保
護
工

所
在
地

千
葉
県
松
戸
市
根
本
1
2
2
-2

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
-3
1
8
-5
2
0
0

提
案
年
度

平
成
２
８
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.t
a
c
4
2
8
.c
o
m

施
工
年
月

平
成
２
８
年
１
１
月

施
工
場
所

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
岡
田
地
内

発
注
機
関

林
野
庁
東
北
森
林
管
理
局

路
線
名
等

仙
台
１
８
工
区

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５５
．．
環環
境境
配配
慮慮

発
注
者
の
意
見
(仙
台
森
林
管
理
署
)

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
に
よ
り
被
災
し
た
海
岸
防
災
林
の
復
旧
の
際
、
樹
木
の
流
木

化
を
防
止
し
、
根
系
を
土
中
深
く
ま
で
伸
長
さ
せ
る
た
め
の
生
育
基
盤
盛
土
工
を
実
施
し
て
い

る
。
盛
土
材
は
山
砂
に
よ
る
た
め
、
法
長
の
長
い
箇
所
に
お
い
て
も
浸
食
防
止
を
期
待
で
き
る

工
法
の
検
討
が
必
要
と
な
っ
た
。

本
工
法
を
採
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
倒
伏
等
し
た
被
災
木
を
木
材
チ
ッ
プ
化
し
て
再
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
環
境
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
れ
る
こ
と
、
降
雨
時
に
お
い
て
も
木
材
チ
ッ
プ
の

間
隔
を
雨
水
が
流
下
す
る
こ
と
に
よ
り
山
砂
に
よ
る
法
面
に
お
い
て
も
浸
食
防
止
が
期
待
で
き

る
と
考
え
た
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

施施
工工
前前

施施
工工
後後

倒
伏
等
し
た
被
災
木
を
現
地
で
破
砕
し
た
物
を
使

用
。

そ
の
他
、
造
成
工
事
等
で
は
伐
採
材
や
伐
根
材

を
現
地
で
破
砕
、
再
資
源
化
し
て
使
用
す
る
。

使使
用用
木木
チチ
ッッ
ププ

吹吹
付付
状状
況況

吹
付
ホ
ー
ス
は
５
イ
ン
チ
を
使
用
。

車
両
に
搭
載
し
た
大
型
ブ
ロ
ア
で
吹
付
を
行
い
、

車
両
の
た
め
小
回
り
が
利
く
。

技
術
名

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
カ
ッ
タ
ー
用

可
動
式
防
音
パ
ネ
ル

開
発
社

京
葉
ガ
ス
㈱

(補
足
)

所
在
地

千
葉
県
市
川
市
市
川
南
2
-8
-8

工
種

道
路

電
話
番
号

0
4
7
-3
2
5
-4
5
0
0

提
案
年
度

平
成
2
8
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.k
e
iy
o
g
a
s
.c
o
.jp
/

施
工
年
月

平
成
2
8
年
3
月

施
工
場
所

千
葉
県
船
橋
市

発
注
機
関

民
間

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５５
．．
環環
境境
配配
慮慮

施
工
者
の
意
見
(不
二
公
業
㈱
)

・
カ
ッ
タ
ー
と
エ
ン
ジ
ン
か
ら
聞
こ
え
る
音
が
大
変
小
さ
く
な
っ
た
。

・
1
5
k
g
の
防
音
パ
ネ
ル
を
取
付
け
て
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
カ
ッ
タ
ー
の
移
動
は
気

に
な
ら
な
い
程
度
で
あ
っ
た
。

・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
切
断
作
業
時
に
カ
ッ
タ
ー
の
位
置
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

作
業
性
は
良
か
っ
た
。

・
組
立
て
は
、
は
め
込
み
式
で
容
易
で
あ
っ
た
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
カ
ッ
タ
ー
は
、
道
路
舗
装
切
断
時
に
カ
ッ
タ
ー
と
エ
ン
ジ
ン
か
ら
最
大
1
0
0
d
B
近
い
大
き
な
音
が

発
生
し
ま
す
。
こ
れ
は
電
車
が
通
過
中
の
ガ
ー
ド
下
程
度
の
大
き
さ
の
音
で
す
。

本
防
音
パ
ネ
ル
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
カ
ッ
タ
ー
に
取
付
け
た
場
合
の
音
は
最
大
8
5
d
B
で
あ
り
、
約
1
5
d
B
低
減
（
人

の
耳
で
は
、
半
減
以
下
に
聞
こ
え
る
程
度
）
で
き
ま
す
。
な
お
、
防
音
パ
ネ
ル
が
な
い
背
面
に
つ
い
て
は
、
約
7
d
B
の

低
減
と
な
り
ま
す
。

部
品
構
成
（
防
音
パ
ネ
ル
4
枚
、
フ
レ
ー
ム
１
式
）

フ
レ
ー
ム
の
組
付
け

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
カ
ッ
タ
ー
用
可
動
式
防
音
パ
ネ
ル
の
使
用
方
法

収収
納納
時時
のの
寸寸
法法
：：

11
00
55
××
11
00
55
××
22
55
((cc
mm
))

5
分
程
度
で
完
成

防
音
パ
ネ
ル
の
設
置

総総
重重
量量
：：
11
55
kk
gg

上
面
の
防
音
パ
ネ
ル

を
背
面
に
付
け
換
え

れ
ば
発
電
機
用
に
使

用
可
能
で
す
。
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技
術
名

斜
角
門
形
カ
ル
バ
ー
ト

開
発
社

共
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
株
式
会
社

（
斜
角
門
形
カ
ル
バ
ー
ト
工
法
研
究
会
）

(補
足
)

所
在
地

千
葉
市
若
葉
区
都
賀
3
-2
4
-1

工
種

道
路

電
話
番
号

0
4
3
-2
3
5
-5
5
9
0

提
案
年
度

平
成
2
8
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/s
ya
k
a
k
u
-m
o
n
g
a
ta
.c
o
m

施
工
年
月

平
成
2
9
年
7
月

施
工
場
所

船
橋
市
夏
見
町

発
注
機
関

船
橋
市

路
線
名
等

普
通
河
川
北
谷
津
川

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４４
．．
工工
期期
短短
縮縮
・・
施施
工工
性性
向向
上上

５
．
環
境
配
慮

使
用
者
の
意
見
（
船
橋
市
建
設
局
下
水
道
部
河
川
整
備
課
）

既
存
家
屋
が
近
接
し
河
川
の
切
回
し
が
で
き
な
い
と
い
う
現
場
条
件
に
も
対
応
で

き
施
工
性
・
経
済
性
に
優
れ
る
当
該
技
術
を
採
用
し
た
。

材
料
搬
入
に
関
し
て
現
場
に
そ
れ
な
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
必
要
と
す
る
も
の
の
、
橋

台
を
小
型
化
で
き
施
工
も
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
。

な
お
、
橋
梁
架
替
え
に
伴
い
路
面
高
が
高
く
な
る
こ
と
に
よ
る
近
接
家
屋
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
が
、
当
該
技
術
の
採
用
に
よ
り
桁
高
を
低
く
抑
え
る
こ
と

が
出
来
良
好
な
出
来
ば
え
と
な
っ
た
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

完完
成成

工工
事事
中中

工工
事事
中中
（（
架架
設設
完完
了了
））

製
品
図

ポポ
イイ
ンン
トト
････
･･数数
日日
でで
架架
設設
がが
完完
了了

クク
レレ
ーー
ンン
吊吊
架架
設設

水水
替替
がが

不不
要要

特特
長長
工工
場場
製製
品品
のの
たた
めめ
型型
枠枠
、、
足足
場場
、、
生生
ココ
ンン
打打
設設
なな
どど
のの
現現
場場
作作
業業
をを
極極
力力
省省
力力
化化
すす
るる
ここ
とと
でで
、、
天天
候候
・・
近近
接接
人人
家家

へへ
のの
影影
響響
なな
どど
のの
現現
場場
条条
件件
にに
左左
右右
ささ
れれ
るる
ここ
とと
がが
少少
なな
くく
、、
施施
工工
性性
がが
向向
上上
しし
、、
工工
期期
がが
短短
縮縮
ささ
れれ
早早
期期
のの
共共
用用

開開
始始
がが
可可
能能
とと
なな
りり
まま
すす
。。

地地 覆覆 用用 $$ %% && ''

技
術
名

ブ
ル
ー
グ
ラ
ス

開
発
社

亀
村
木
材
㈱

(補
足
)

難
燃
性
ガ
ラ
ス
系
塗
料

所
在
地

千
葉
県
香
取
市
佐
原
イ
3
8
4
0

工
種

そ
の
他

電
話
番
号

0
4
7
8
-5
7
-3
2
4
8

提
案
年
度

平
成
２
８
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/x
n
--
ih
q
x
5
2
d
p
d
s
9
5
b
.c
o
m
/

施
工
年
月

平
成
2
７
年
3
月

施
工
場
所

千
葉
県
香
取
郡
神
崎
町

発
注
機
関

道
の
駅
発
酵
の
里
こ
う
ざ
き

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２２
．．
安安
全全
性性
向向
上上

３３
．．
品品
質質
向向
上上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

使
用
者
の
意
見
(神
崎
町
町
会
議
員
)

「
木
材
の
あ
ら
わ
し
の
自
然
な
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
わ
ず
、
万
一
の
際
の
火
伏
せ
効

果
も
あ
る
と
の
事
で
採
用
さ
れ
た
よ
う
だ
。
汚
れ
防
止
に
も
な
る
そ
う
な
の
で
、

今
後
の
使
用
状
況
を
見
て
い
き
た
い
」

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
燃
焼
試
験

左
未
処
理
剤
右
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
塗
布

小
屋
の
中
の
灯
油
に
着
火

4
分
後
左
未
処
理
の
小
屋
の
屋
根
ま
で
延
焼

右
塗
布
小
屋
に
は
燃
え
広
が
ら
な
い

１
０
分
後
左
未
処
理
の
小
屋
は
全
焼

右
塗
布
小
屋
は
燃
え
な
い

材
料
荷
姿

現
場
施
工
の
様
子
。
前
処
理
で
薬
剤
含
浸
を

加
え
る
と
、
よ
り
難
燃
性
能
が
向
上
し
ま
す
。

木
部
表
面
の
意
匠
を
損
な
い
ま
せ
ん
。

撥
水
性
、
防
汚
性
も
併
せ
持
ち
ま
す
。
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技
術
名

ネ
モ
ナ
ビ

開
発
社

根
本
企
画
工
業
株
式
会
社

(補
足
)

管
路
曲
り
測
定

装
置

所
在
地

千
葉
県

八
千

代
市

吉
橋
1
0

9
5
-1
5

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4

7
-4
5
0
-2
6
1
1

提
案
年
度

平
成
２
８
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
0
0
3
.u
p
p
.s
o
-

n
e
t.
n

e
.jp
/n

e
m
o
to
k
ik
a
k
u
/

施
工
年
月

平
成
2

8
年
７
月

～
1
2
月

施
工
場
所

栃
木
県

日
光
市

川
俣
地

先

発
注
機
関

国
土
交
通

省
関
東
地

方
整

備
局

路
線
名
等

・
計
測
機
器
類
が
コ
ン

パ
ク
ト
で
あ
る
た

め
、
機
器

の
設
置
・
撤
去

作
業
が
容
易
に

行
え
る
。

・
測
定
結
果
が
現
場
で
確
認
す
る

こ
と
が
で

き
る

の
で
、
次
工

程
へ
ス

ム
ー

ズ
に
移

れ
る
。

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４４
．．
工工
期期
短短
縮縮
・・
施施
工工
性性
向向
上上

５
．
環
境
配
慮

使
用

者
の

意
見
(地
元
住
民

の
方
)

技
術
（
製
品
）

の
施
工

状
況

[ 
  
概
要
]

本
装
置

は
、
管
路

内
に
セ
ン

サ
ー
ユ

ニ
ッ
ト
を
通
す

こ
と
に
よ
り
、
管
路

の
真

直
度

や
位
置
を
測
定
す
る
事
が
で

き
ま
す
。

[ 
特
徴
]

1
.各
機
器
が
コ
ン

パ
ク
ト
、

軽
量

な
た

め
、
現
場
に
お

け
る
操

作
が
簡
便
。

2
.電
源
ケ
ー
ブ
ル
が

な
い

の
で
、
計
測
中
、
ノ
イ

ズ
な
ど

の
影
響
を
受

け

な
い
。

3
.セ
ン

サ
ー
ユ

ニ
ッ
ト

の
ケ
ー
シ
ン
グ

は
防
水
構
造
。

4
.セ
ン

サ
ー
ユ

ニ
ッ
ト

の
外
径
が
細
い

の
で
、

小
口
径
管

の
測
定
が
可
能
。

5
.現
場
で
簡
単
に
管
路
曲
が
り
デ
ー
タ
を

パ
ソ
コ
ン
上
で
表
示
可
能
。

6
.セ
ン

サ
ー
ユ

ニ
ッ
ト

の
挿
入
、
引

き
戻
し
速
度

は
任

意
。

7
.測
定
要
員

は
操

作
員
1
名
、
補
助
員
1
名
。

[ 
  
用
途
]

1
.ア
ン
カ
ー
工
法
に
お

け
る

外
管

の
曲
が
り
測
定
。

2
.自
在
ボ
ー
リ
ン
グ
工
法
に
お

け
る

ロ
ッ

ド
の
曲
が
り
測
定
。

3
.土
壌
改
良
工
法
に
お

け
る
管
路

の
曲
が
り
測
定
。

4
.液
浄
化
対
策
工
法
に
お

け
る
管
路

の
曲
が
り
測
定
。

5
.先
進
、
探
査

な
ど

の
ボ
ー
リ
ン
グ
孔

の
曲
が
り
測
定
。

6
.埋
設
管
（
上
下
水
道
、
通
信
管
路
、
電
力
、

ガ
ス
管
路
）

の
曲
が
り
測

定
。

7
.土
中

障
害
物

の
位
置
確
認
。

8
.集
水
管
路

の
曲
が
り
測
定
。

9
.凍
結
管
路

の
曲
が
り
測
定
。

専
用
P
C

及
び
セ
ン

サ
ー
ユ

ニ
ッ
ト

測
定

方
法

測
定
結
果
表
示
画
面

測
定
シ
ス
テ
ム

グ
ラ
ン
ド
ア
ン
カ
ー
用
管
路
測
定

状
況

岸岸
壁壁

海海
底底

海海
岸岸
壁壁

海海
底底

海海

技
術
名

フ
ェ

ロ
フ
ォ
ー

ム
®

開
発
社

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ
ー
ル
株
式
会
社

(補
足
)

鉄
鋼
ス
ラ
グ
水
和

固
化
体
製
ブ

ロ
ッ
ク
、

人
工

石
材

所
在
地

東
京

都
千

代
田
区

内
幸
町
二

丁
目
2
番
3
号

工
種

港
湾

電
話
番
号

0
3
-3
5

9
7
-3
6
3
5

提
案
年
度

平
成
２
８
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.jf

e
-s
te

e
l.c
o
.jp
/

施
工
年
月

平
成
2
７
年
度

施
工
場
所

千
葉
市

発
注
機
関

国
土
交
通

省
関
東
地

方
整

備
局

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５５
．．
環環
境境
配配
慮慮

港
湾
管
理

者
の

意
見
(国

土
交
通

省
関
東
地

方
整

備
局
)

薄
層

の
埋
戻
し
に
あ
た
り
、
粒
度
調

整
が
容
易
で
あ
り
、
施
工
性

は
良
好
で
あ
っ

た
。

技
術
（
製
品
）

の
施
工

状
況

東東
日日

本本
製製
鉄鉄
所所
（（
千千
葉葉
地地
区区
））
で
製
造
さ
れ
た
ブ

ロ
ッ
ク
、

人
工

石

○
船
舶
航
行
に
よ
る

海
底
洗
掘

部
の
埋
戻
し
に

人
工

石
採
用

製
鉄
所
で

生
成
す
る
副
産
物
で
あ
る
“
製
鋼

ス
ラ
グ
”

と
“
高
炉
ス
ラ
グ
微
粉
末
”

と
を

混
合
し
た
無
筋
セ

メ
ン
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
代
替
製
品
で
、
下
記

の
特

長
が
あ
り

ま
す
。

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

と
同
等

の
強
度
発
現

・
粒
度
・
密
度
も
調

整
可
能

・
海
域
環
境
に
調
和
し
た
製
品

人
工

石
3
0
k
g
/個

程
度

比
重
2
.5
以
上

人
工

石
製
品
確
認

人
工

石
施
工

状
況

人
工

石
投
入

状
況

施
工
イ

メ
ー
ジ
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技
術
名

カ
タ
マ
®
S
P

開
発
社

新
日
鐵
住
金
株
式
会
社
君
津
製
鐵
所

(補
足
)

鋼
製
ス
ラ
グ
を
用
い
た
簡
易
舗
装
材

所
在
地

千
葉
県
君
津
市
君
津
1
番
地

工
種

道
路

電
話
番
号

0
4
3
9
-5
0
-2
0
2
9

提
案
年
度

平
成
2
8
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.n
s
s
m
c
.c
o
m
/p
ro
d
u
c
t/
s
la
g
/i
n
d
e
x
.h
tm
l

施
工
年
月

平
成
2
7
年
3
月

施
工
場
所

君
津
市

発
注
機
関

君
津
市
建
設
部
土
木
課

路
線
名
等

１１
．
建
設
費
・
管管
理理
費費
縮縮
減減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５５
．．
環環
境境
配配
慮慮

施
設
管
理
者
の
意
見
(君
津
市
建
設
部
土
木
課
)

君
津
市
で
は
、
「カ
タ
マ
®S
P」
を
ふ
れ
あ
い
広
場
の
舗
装
と
高
圧
線
下
中
央
分
離
帯

の
防
草
対
策
に
使
用
し
ま
し
た
。
私
た
ち
と
し
て
は
、
限
ら
れ
た
予
算
内
で
で
き
る
だ
け

広
い
範
囲
の
舗
装
整
備
と
防
草
対
策
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

カ
タ
マ
®S
Pは
、
施
工
が
容
易
で
工
期
短
縮
、
コ
ス
ト
低
減
が
図
れ
、
か
つ
固
化
に
よ
り

強
度
が
発
現
し
維
持
補
修
も
低
減
で
き
る
、
ま
さ
に
私
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
か
な
っ
た
商

品
で
し
た
。
今
後
も
、
商
品
の
特
長
を
生
か
せ
る
用
途
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
、
イ
ニ

シ
ャ
ル
・ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
減
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

ふ
れ
あ
い
広
場
の
防
草
対
策

中
央
分
離
帯
の
防
草
対
策

対
策
前

対
策
後

対
策
前

対
策
後

カ
タ
ママ
®S
P

カ
タ
ママ
®S
P

※
施
工
か
ら
約
2年
経
過
し
て
も
防
草
機
能
を
保
持
し
て
い
る

技
術
名

Ｓ
Ｓ
Ｔ
工
法

開
発
社

株
式
会
社
エ
ス
エ
ス
テ
ィ
ー
協
会

(補
足
)

置
換
式
柱
状
地
盤
改
良
工
法

所
在
地

千
葉
県
市
原
市
山
田
橋
8
6
2
-1

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
3
6
-4
3
-3
3
3
1

提
案
年
度

平
成
2
7
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.s
s
tk
yo
k
a
i.c
o
.jp

施
工
年
月

平
成
2
7
年
2
月

施
工
場
所

浦
安
市
舞
浜

発
注
機
関

浦
安
市
生
涯
学
習
部

路
線
名
等

浦
安
市
運
動
公
園
管
理
棟

１１
．．
建建
設設
費費
・
管
理
費
縮縮
減減

２
．
安
全
性
向
上

３３
．．
品品
質質
向向
上上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５５
．．
環環
境境
配配
慮慮

発
注
者
の
意
見
(浦
安
市

営
繕
課
)

浦
安
市
は
東
日
本
大
震
災
で
液
状
化
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
本
施

設
の
よ
う
な
平
屋
の
施
設
に
つ
い
て
液
状
化
に
よ
る
沈
下
傾
斜
対
策
と
し
て
様
々
な
柱
状

改
良
工
法
を
検
討
し
た
。
本
工
法
を
採
用
に
あ
た
っ
て
は
産
業
廃
棄
物
残
土
が
発
生
し
な

い
こ
と
や
改
良
材
を
掘
削
孔
に
投
入
し
孔
周
辺
地
盤
を
押
し
広
げ
柱
状
改
良
体
を
築
造
す

る
た
め
地
盤
強
度
増
が
期
待
で
き
る
と
判
断
し
た
。

施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
試
験
コ
ラ
ム
を
築
造
し
改
良
体
か
ら
コ
ア
サ
ン
プ
リ
ン
グ
試
験

等
を
行
い
、
改
良
体
の
品
質
を
確
認
し
設
計
基
準
を
十
分
上
回
る
結
果
で
あ
り
、
柱
状
改

良
工
法
と
し
て
は
十
分
な
性
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

反
⼒

反
⼒

【
施
工
中
】

【
完
了
】

地
盤
を
円
柱
状
に
掘
削
し
、
地
上
に
排
出
し
た
掘
削
土
に
追
加
砂
と
セ
メ
ン
ト
系
固
化
材
を
混
合
し
た
改
材
を
軟
弱
地
盤

に
締
固
め
て
充
填
す
る
こ
と
で
均
質
で
高
強
度
な
コ
ラ
ム
を
築
造
す
る
地
盤
改
良
技
術
。

高
支
持
力

低
コ
ス
ト

液
状
化
対
策

環
境
対
策

工
事
名
称
：
運
動
公
園
管
理
棟
建
築
工
事

施
工
場
所
：
千
葉
県
浦
安
市

構
造
種
別
：
鉄
骨
造

基
礎
形
状
：
べ
た
基
礎

建
築
面
積
：
3
5
6
.1
7
㎡

土
質
：
緩
い
砂
地
盤

改
良
深
度
：
8
.5
0
ｍ

改
良
面
積
：
3
4
6
.2
9
㎡

打
設
数
：
1
8
9
本

コ
ラ
ム
長
：
7
.0
0
ｍ

コ
ラ
ム
径
：
φ
5
0
0

計
画
支
持
力
：
8
0
k
N
/本

固
化
材
量
：
1
7
5
k
g
/㎥

追
加
砂
配
合
比
：
2
5
％

一
軸
圧
縮
強
さ
：
平
均
値
1
5
,5
0
0
k
N
/㎡
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技
術
名

孔
柵
く
ん

開
発
社

岩
田
産
業
㈱

(補
足
)

マ
ン
ホ
ー
ル
仮
設
転
落
防
止
柵

所
在
地

千
葉
市
稲
毛
区
長
沼
町
3
3
5

工
種

下
水
道

電
話
番
号

0
4
3
-2
5
9
-7
2
6
6

提
案
年
度

平
成
２
７
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.iw
a
ta
-

s
a
n
g
yo
.jp
/k
o
u
s
a
k
u
k
u
n
.h
tm
l

施
工
年
月

平
成
２
７
年
度

施
工
場
所

千
葉
市
内

発
注
機
関

千
葉
市
内
下
水
施
設
維
持
管
理
業
者

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２２
．．
安安
全全
性性
向向
上上

３
．
品
質
向
上

４４
．．
工工
期期
短短
縮縮
・・
施施
工工
性性
向向
上上

５
．
環
境
配
慮

下
水
道
管
理
者
の
意
見
(匿
名
)

市
内
数
十
か
所
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
点
検
時
に
作
業
者
と
通
行
者
の
安
全

を
確
保
し
つ
つ
、
簡
易
的
に
設
置
で
き
る
安
全
柵
と
し
て
重
宝
し
て
い
ま
す
。
マ

ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
は
開
口
部
が
9
0
0
φ
あ
り
、
転
落
の
可
能
性
が
6
0
0
φ
に
比
べ

て
よ
り
高
い
こ
と
か
ら
、
安
全
仮
設
柵
は
必
須
で
す
。
こ
う
し
た
製
品
が
普
及
し

て
よ
り
一
般
的
に
な
れ
ば
と
期
待
し
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

←
安安
全全
帯帯
設設
置置

↑
注注
意意
喚喚
起起

(視視
認認
性性
向向
上上
)

ココ
ンン
パパ
クク
トト
でで

持持
ちち
運運
びび
可可
能能
。。

従
来
マ
ン
ホ
ー
ル
の
昇
降
に
関
し
て
は
こ
れ
と
言
っ
た
製
品
が
無
く
、
転
落
な
ど
の
危
険
性
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

本
製
品
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
帯
を
設
置
で
き
、
且
つ
通
行
人
へ
の
注
意
喚
起
も
可
能
と
な
り
大
幅
な
安
全
性

の
向
上
に
繋
が
り
ま
す
。

使
用
後
は
簡
単
に
折
り
畳
め
、
重
量
も
3
0
k
g
(柵
2
0
k
g
・
台
座
1
0
k
g
)で
あ
る
こ
と
か
ら
作
業
車
な
ど
に
も
容
易

に
載
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

技
術
名

ウ
ェ
ー
ブ
ポ
ス
ト

開
発
社

エ
ヌ
テ
ィ
ー
ダ
ブ
リ
ュ
ー
株
式
会
社

(補
足
)

防
汚
型
車
線
分
離
標

所
在
地

千
葉
県
柏
市
南
柏
中
央
1
0
-5

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
-7
1
7
6
-3
7
8
1

提
案
年
度

平
成
２
７
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

ht
tp
://
w
w
w
.n
tw
-w
av
e.
co
.jp
/

施
工
年
月

平
成
２
６
年

施
工
場
所

柏
市
つ
く
し
が
丘

発
注
機
関

柏
市
役
所
道
路
サ
ー
ビ
ス
事
務
所

路
線
名
等

柏
市
道

１１
．．
建
設
費
・
管管
理理
費費
縮縮
減減

２２
．．
安安
全全
性性
向向
上上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

道
路
管
理
者
の
意
見
(柏
市
役
所
道
路
サ
ー
ビ
ス
事
務
所
)

当
事
務
所
で
は
、
日
々
市
民
の
皆
様
の
声
に
対
し
て
、
迅
速
に
対
策
を
施
せ
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
車
線
分
離
標

設
置
要
望
も
多
く
、
１
本
で
も
多
く
設
置
で
き
、
か
つ
長
く
効
果
が
あ
る
こ
と
を

期
待
し
、
上
記
製
品
を
採
用
致
し
ま
し
た
。
今
の
所
、
目
立
っ
た
汚
れ
な
ど
は
確

認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
交
通
安
全
対
策
の
向
上
と
今
後
費
用
の
削
減
に
期
待
致
し
ま

す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

○
交
差
点
巻
き
込
み
防
止
に
設
置
し
た
製
品
は
、
タ
イ
ヤ
痕
が
リ
ブ
に
発
見
さ
れ
る
が
、
反
射
材
の
破
損
は
確

認
さ
れ
な
か
っ
た
。

○
午
後
現
地
赴
く
と
住
宅
街
だ
が
、
意
外
と
交
通
量
が
多
か
っ
た
。

反
射
材
表
面
に
排
気
ガ
ス
等
の
汚
れ
確
認
さ
れ
な
く
、
綺
麗
な
状
態
。
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技
術
名

天
然
素
材
を
使
用
し
た
「
エ
コ
環
境
基
盤
」

開
発
社

柳
川
建
設
株
式
会
社

(補
足
)

所
在
地

千
葉
市
中
央
区
宮
崎
町
4
5
2
番
地

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
3
-2
6
4
-5
2
3
6

提
案
年
度

平
成
2
7
年

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.y
a
n
a
g
a
w
a
k
e
n
s
e
tu
.n
e
t/

施
工
年
月

平
成
2
7
年
6
月

施
工
場
所

東
金
市

発
注
機
関

城
西
国
際
大
学

路
線
名
等

城
西
国
際
大
学
Ｆ
棟
屋
上

１１
．．
建
設
費
・
管管
理理
費費
縮縮
減減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５５
．．
環環
境境
配配
慮慮

使
用
者
の
意
見
(城
西
国
際
大
学
)

本
学
の
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
研
究
棟
(F
棟
)の
屋
上
部
に
て
、
「
エ
コ
環
境
基
盤
」
を
施
工

し
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
緩
和
効
果
に
つ
い
て
、
実
測
に
よ
り
施
工
箇
所
と
未
施
工
箇

所
の
表
面
温
度
と
、
ス
ラ
ブ
下
の
天
井
裏
の
温
度
、
室
内
気
温
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

ピ
ー
ク
時
に
は
屋
上
表
面
で
2
0
℃
以
上
、
ス
ラ
ブ
下
の
天
井
部
で
は
、
2
～
3
℃
、
室
内

気
温
で
は
約
1
℃
の
低
減
を
確
認
で
き
た
。
灌
水
条
件
に
つ
い
て
は
、
昨
年
夏
は
、
猛
暑

日
で
降
雨
の
な
い
日
が
連
続
し
た
た
め
、
無
灌
水
で
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た

た
め
、
途
中
か
ら
、
自
動
潅
水
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
芝
枯
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

エエ
ココ
環環
境境
基基
盤盤
のの
特特
長長

技
術
名

フ
ァ
イ
ン
ク
リ
ス
タ
ル
S
&
T
O
P

開
発
社

(有
)タ
ー
ト
ル

(補
足
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化
防
止
工
法

所
在
地

千
葉
県
香
取
市
佐
原
イ
3
8
4
0

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
8
-5
7
-3
3
9
3

提
案
年
度

平
成
2
7
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/ 液
体
ガ
ラ
ス
.c
o
m

施
工
年
月

平
成
２
７
年
2
月

施
工
場
所

京
都
府

発
注
機
関

京
都
府
丹
後
土
木
事
務
所

路
線
名
等

国
道
1
7
6
号

１１
．．
建
設
費
・
管管
理理
費費
縮縮
減減

２
．
安
全
性
向
上

３３
．．
品品
質質
向向
上上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

施
設
管
理
者
の
意
見
(京
都
府
建
設
交
通
部
道
路
建
設
課
)

京
都
府
で
は
、
長
寿
命
化
計
画
の
方
針
で
、
よ
り
合
理
的
な
工
法
、
高
耐
久
材

料
の
積
極
的
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
使
用
し
た
橋
梁
は
、
海
面
に
極
め
て
近

く
、
凍
結
防
止
材
散
布
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
場
の
塗
装
業
者
等
で
も
取
扱
や

す
く
、
見
た
目
を
損
な
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
採
用
い
た
し
ま
し
た
。
塗
布
後
、
1

年
で
効
果
の
検
証
は
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
経
年
的
な
変
化
を
監
視
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
現
在
、
変
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
品
質
管
理
要
領
等
の
整
備
が
あ
る

と
よ
り
、
活
用
し
や
す
い
塗
布
材
料
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

フ
ァ
イ
ン
ク
リ
ス
タ
ル
S
&
T
O
P
工
法
は

①
躯
体
外
観
に
変
化
が
な
い
②
各
種
劣
化
抑
制
性
能
に
優
れ
る

③
防
汚
性
も
併
せ
持
つ

④
表
層
部
緻
密
化
が
図
れ
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
持
っ
た
理
想
的
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
保
護
工
法
で
す
。

～
施
工
例
～
※
国
道
1
7
6
号
他
(須
津
大
橋
O
N
,O
F
F
ﾗﾝ
ﾌﾟ
)橋
梁
維
持
修
繕
工
事
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技
術
名

S
e
re
n
a
-m
e
n
te
(セ
レ
ナ
・
メ
ン
テ
)

開
発
社

イ
ン
テ
リ
ア
い
と
う
有
限
会
社

(補
足
)

長
尺
塩
ビ
シ
ー
ト
用
・
環
境
配
慮
型
床
材
剥
離
機

所
在
地

千
葉
市
若
葉
区
桜
木
6
-1
5
-1
4

工
種

そ
の
他

電
話
番
号

0
4
3
-2
3
4
-1
6
1
4

提
案
年
度

平
成
2
7
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/i
n
te
ri
a
-

it
o
h
.c
o
m
/s
e
rv
ic
e
/s
e
io
n
_h
a
k
u
ri
.h
tm
l

施
工
年
月

平
成
2
7
年
8
月

施
工
場
所

千
葉
県
内

発
注
機
関

民
間

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４４
．．
工工
期期
短短
縮縮
・・
施施
工工
性性
向向
上上

５５
．．
環環
境境
配配
慮慮

施
工
者
の
意
見
(株
式
会
社
竹
中
工
務
店
)

従
来
型
の
床
材
剥
離
機
に
比
べ
、
騒
音
・
振
動
の
発
生
が
非
常
に
少
な
い
と
感

じ
た
。
ま
た
、
作
業
効
率
も
良
く
、
塵
芥
の
発
生
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
作
業
日

時
の
選
択
が
容
易
と
な
る
事
で
工
期
の
短
縮
が
可
能
と
思
わ
れ
、
人
の
居
な
が
ら

改
修
工
事
等
の
際
に
特
に
有
用
な
機
械
で
あ
る
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

病病
院院
（（
手手
術術
室室
））

既既
存存
床床
材材
撤撤
去去
のの
様様
子子

無
振
動
式
の
た
め
、
手
術
室
の
計
器
類
へ

の
影
響
や
工
事
場
所
以
外
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
で
き
ま
す
。

「
通
常
会
話
程
度
」
の
静
か
な
工
事
が
可

能
な
た
め
、
営
業
中
施
設
で
の
床
材
の
貼

り
替
え
が
容
易
と
な
り
ま
し
た
。

従
来
の
床
材
剥
離
作
業
は
、
専
用
の
振
動
式
ハ
ツ
リ
機
械
を
使
用
す
る
た
め
、
騒
音
・
振
動
・
粉
塵
が
発
生
し
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。
「
セ
レ
ナ
・
メ
ン
テ
」
は
、
無
振
動
巻
取
り
方
式
の
た
め
、
と
て
も
静
か
で
、
粉
塵
の
発
生
量
も
非
常
に

少
な
く
騒
音
・
振
動
・
粉
塵
に
よ
る
様
々
な
悪
影
響
を
改
善
で
き
ま
す
。

技
術
名

高
所
法
面
掘
削
機
に
よ
る
掘
削
工
法

開
発
社

大
昌
建
設
株
式
会
社

(補
足
)

所
在
地

茂
原
市
高
師
８
番
地
２

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
5
-3
6
-7
7
0
0

提
案
年
度

平
成
２
７
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.t
a
is
h
o
-k
k
.c
o
m
/

施
工
年
月

平
成
２
８
年
１
月

施
工
場
所

千
葉
県
南
房
総
市
山
名
地
内

発
注
機
関

南
房
総
市
農
林
水
産
部
農
林
水
産
課

路
線
名
等

林
道
堀
之
内
線

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２２
．．
安安
全全
性性
向向
上上

３
．
品
質
向
上

４４
．．
工工
期期
短短
縮縮
・・
施施
工工
性性
向向
上上

５
．
環
境
配
慮

施
工
者
の
意
見
(東
海
建
設
株
式
会
社
)

当
初
は
、
人
力
施
工
に
よ
る
作
業
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
高
所
法
面
掘
削
工

法
に
変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
、
予
定
し
て
い
た
工
期
よ
り
早
く
、
尚
且
つ
、
安
全

に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
足
場
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
大
規
模
な

箇
所
で
は
特
に
有
効
と
思
わ
れ
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

○
本
工
法
は
、
高
所
法
面
掘
削
機
（
ﾛｯ
ｸｸ
ﾗｲ
ﾐﾝ
ｸﾞ
ﾏｼ
ｰﾝ
）
に
よ
り
、
高
所
法
面
の
切
取
り
・
切
り
崩
し
、
掘
削
等
の
作
業
を

行
う
工
法
で
あ
り
、
高
所
急
傾
斜
地
で
も
通
常
の
バ
ッ
ク
ホ
ウ
と
同
程
度
の
作
業
能
率
で
、
高
所
作
業
の
安
全
性
の
向
上
、

工
期
短
縮
、
省
力
化
が
可
能
で
す
。

○
施
工
条
件
、
作
業
可
能
現
場
は
、
斜
面
傾
斜
角
度
8
0
度
ま
で
作
業
が
可
能
で
、
本
機
に
油
圧
ブ
レ
ー
カ
を
装
着
す
る
こ

と
で
、
そ
の
硬
さ
に
応
じ
た
機
種
に
よ
り
、
岩
盤
掘
削
も
可
能
で
す
。

区
分

条
件

R
C
M
03

R
C
M
06
・
R
C
M
12

運
転

搭
乗
・
ラ
ジ
コ
ン

搭
乗
・
ラ
ジ
コ
ン

勾
配

90
°

×
×

60
-8
0 °

◎
◎

0-
60
°

◎
◎

土
質

硬
岩
Ⅰ

×
△

中
硬
岩

×
△

◎
：
最
適

軟
岩
Ⅱ

△
○

○
：
適
合

軟
岩
Ⅰ

○
◎

△
：
条
件
に
よ
り
可
能

礫
質
土

◎
◎

×
：
不
適

粘
性
土

◎
◎

砂
質
土

◎
◎

能
力
等

小
規
模
か
ら
中
規
模
工
事

中
規
模
か
ら
大
規
模
工
事

法法
面面
勾勾
配配
、、
土土
質質
区区
分分
、、

法
面
掘
削
機

能能
力力
にに
よよ
るる
摘摘
要要
範範
囲囲

評
価

区
分

17



技
術
名

制
震

装
置
B
O
S
H
IN
(ボ

ウ
シ
ン
)

開
発
社

株
式
会
社
ア
バ
ン
設
計

(補
足
)

所
在
地

千
葉
県

松
戸
市

河
原
塚
4
3
1
-3

9

工
種

そ
の

他
電
話
番
号

0
4

7
-3
1
1
-3
3
4
4

提
案
年
度

平
成
2

7
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.a
v
a
n
tn

e
th
o
m

e
.c
o
m
/

施
工
年
月

平
成
2

7
年
1
0
月

施
工
場
所

松
戸
市

日
暮

発
注
機
関

民
間

路
線
名
等

１１
．．
建建
設設
費費
・
管
理
費
縮縮
減減

２２
．．
安安
全全
性性
向向
上上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

施
工

者
の

意
見
(株
式
会
社
湯
浅
建
設
) 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
傾
い
た
建
物

は
非
常
に
脆
い

状
態
に

な
っ
て
い

ま
す
が
、

そ
れ
を
回
避
で

き
る

の
が

「
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ

」
で
す
。

「
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ

」
は
地
震
で
傾
い
た
建
物
を

元
の

状
態
に
戻
す

「
復
元
力

」
が
あ
り
、
万
が
一
、
繰
り

返
し

の
大

き
な
揺
れ
が

あ
っ
て
も
、
倒
壊
を

防
ぐ
力
を
発
揮
し

ま
す
。
取
り
付

け
も
、

大
き

な
工
事

な
ど

は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
開
発
し
た

「
株
式
会
社
ア
バ
ン
設
計

」
さ
ん
が
建
物

の
設

計
図
を
元
に
、
ど

の
場
所
に
何
個
取
り
付

け
し
た

ら
良
い

か
を
提
案
し
て
く
れ

ま
す

の
で
、
設
計
を

変
更
す
る

こ
と

な
く
効
率
よ
く

耐
震
力
を
得

ら
れ

ま
す
。

技
術
（
製
品
）

の
施
工

状
況

M
-1
2

 9
0

m
～
1
0
0

m
m

の
コ
ー

チ
ス
ク
リ

ュ
ー

ボ
ル
ト
4

本
で
B
O
S
H
IN
(ボ

ウ
シ
ン
)を
縫
い
設
置
。

B
O
S
H
IN
(ボ

ウ
シ
ン
)設
置
完
了
。

◎
新
築
、
リ
フ
ォ
ー

ム
を
問

わ
ず
に
設
置
が
可
能
。

◎
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル

な
予
算
で
設
置
が
可
能
。

◎
施
工
時
間
も

大
幅
に
短
縮
。

メ
ン

テ
ナ
ン
ス
不
要
で
安
心
。

◎
3
枚

の
バ

ネ
が
揺
れ
を
吸
収
。
損
傷

や
家
具

の
転
倒
を

軽
減
。

◎
バ

ネ
の
形

状
記
憶
に
よ
り
、
歪
ん
だ
建
物
を
元
に
戻
す

「
復
元
機
能

」
が
繰
り

返
し

の
余
震
に
効
果
を
発
揮
。

自
動
車

の
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

の
よ

う
に
揺
れ
を
柔
く
吸
収
。
柱

や
梁

に
衝
撃
を
与
え

ま
せ
ん
。
(特
許
第
4
1

9
5
4
6
2
号
)

技
術
名

エ
ン

ド
ミ
ル
を
用
い
た
金
属
管
高
速
切
断
機

開
発
社

京
葉

ガ
ス
株
式
会
社

(補
足
)

所
在
地

千
葉
県
市

川
市
市

川
南
2
-8
-8

工
種

そ
の

他
電
話
番
号

0
4

7
-3
2
5
-4
5
0
0

提
案
年
度

平
成
2

7
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.k

e
iy
o
g
a
s
.c
o
.jp
/

施
工
年
月

平
成
2
5
年
5
月

施
工
場
所

東
京

都
羽

村
市

発
注
機
関

民
間

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４４
．．
工工
期期
短短
縮縮
・・
施施
工工
性性
向向
上上

５
．
環
境
配
慮

施
工
者
の
意
見
(京
葉
ガ
ス
㈱
)

埋
設
さ
れ
た
ガ
ス
管
を
切
断
し
た
場
合
、
管
に
は
土
圧
に
よ
り
圧
縮
力
や
曲
げ
力
が
掛

か
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
の
こ
ぎ
り
型
の
カ
ッ
タ
ー
で
管
を
切
断
し
て
い
る
と
、
切
断

刃
が
管
に
挟
ま
れ
て
切
断
作
業
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
有
り
ま
し
た
。
そ
の
際
は
く

さ
び
を
打
っ
た
り
、
バ
ー
ル
で
隙
間
を
こ
じ
開
け
て
挟
ま
れ
た
切
断
刃
を
取
り
出
す
こ
と

と
な
り
、
時
間
的
、
労
力
的
に
大
き
な
損
失
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
切
断
機
は
管

に
挟
ま
れ
る
こ
と
な
く
従
来
の
4
分
の
1
程
度
の
時
間
で
確
実
に
管
を
切
断
で
き
る
の
で
作

業
効
率
向
上
、
時
間
短
縮
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

技
術
（
製
品
）

の
施
工

状
況

切
断
す
る
鋳
鉄
管
（

直
径
2
0
c
m
）

高
速
切
断
機

の
設
置

管
の

外
周
に
沿
っ
て
高
速
切
断
機
を
1
周
さ
せ
る

約
5
分
で
切
断
完
了

切
断
刃
に

エ
ン

ド
ミ
ル
を
用
い
る

こ
と
で
、
以
下

の
特

長
が
あ
る
。

（
１
）
切
断
対
象

と
な
る
管

は
、
鋼
管

及
び
鋳
鉄
管
（
ラ
イ

ニ
ン
グ
管
含
む
）
。
口
径

は
1
5
c
m

～
4
0
c
m

（
２
）
油
圧
モ
ー
タ
ー
に
よ
る
駆
動
で
、

作
業

者
の
負
担
が

小
さ
い
。

（
３
）
切
断
刃
に

エ
ン

ド
ミ
ル
を

使
用
し
、
管
体
を
切
削
し
て
切
断
す
る
た

め
、
刃
に
掛

か
る
力
が
比
較
的

小
さ
く
、
切
断
刃

が
欠
損
し
難
い
。

（
４
）

エ
ン

ド
ミ
ル
を

使
用
す
る

こ
と
で
管

の
噛
み
込

ま
な
い
。

（
５
）
切
断
時
間

は
従

来
の
約
4
分

の
1
。

（
口
径
1
5
c
m

：
約
4
分
3
0
秒
、
2
0
c
m

：
約
5
分
、
2
5
c
m

：
約
5
分
3
0
秒
、
3
0
c
m

：
約
6
分
、
4
0
c
m

：
約

8
分
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技
術
名

ア
ー
ト
ス

開
発
社

株
式
会
社

テ
ラ
コ
ン

(補
足
)

集
水

型
側
溝
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
蓋

所
在
地

千
葉
県
成
田
市
並
木
町
2
1

9
-1
1
1

工
種

道
路

電
話
番
号

0
4

7
6
-9
3
-1
1

8
1

提
案
年
度

平
成
2
6
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.t
e
ra
c
o
n
.c
o
.jp

施
工
年
月

平
成
２
３
年
度

施
工
場
所

白
井
市
冨
士
地

先

発
注
機
関

白
井
市
役
所

路
線
名
等

１１
．．
建建
設設
費費
・
管
理
費
縮縮
減減

２２
．．
安安
全全
性性
向向
上上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５５
．．
環環
境境
配配
慮慮

地
元
住
民

の
意

見

水
の
流
れ
が
円
滑
に

な
り
、

ま
た
デ
ザ
イ
ン
が
優
れ
て
い
る
。

技
術
（
製
品
）

の
施
工

状
況

施
工

状
況

ポポ
イイ
ンン
トト
２２

手
掛

け
部
が

な
く
、
開
孔

部
が

細
い
た

め
、
幼
児

の
く
つ

や
ハ

イ
ヒ
ー
ル

な
ど

の
落
ち
込
み
も

な
く
、
安
全
で
す
。

ポポ
イイ
ンン
トト
3

ブ
ロ
ッ
ク

パ
タ
ー
ン
に
よ
り
、
雨

天
時

な
ど

の
滑
り

止
め
に
効
果
を
発
揮

し
ま
す
。

ポポ
イイ
ンン
トト
1

多
孔

型
の
た

め
、

従
来

の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
蓋
よ
り
集
水
機
能
が

向
上
し

ま
す
。

従
来
製
品

ｱｰ
ﾄｽ
施
工
後

製
品
表
面
全
体
に
集
水
用

の
開
孔

部
と
ブ

ロ
ッ
ク

パ
タ
ー
ン
を
配
し
、
雨
水

の
集
水
機
能

と
滑
り

止
め
が
可
能

と
な
っ
た
側
溝
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
蓋
で
す
。

※
参
考
(1
0

m
当
り
開
口

部
比
較
) 

従
来
品

：
金
属
蓋
（
並

目
）
＝
0
.1
3
4
㎡
ア
ー
ト
ス
＝
0
.1
3

9
㎡

(金
属
蓋
を
減

ら
せ
る

こ
と
に
よ
り
コ
ス
ト
縮
減
が
図
れ

ま
す
)

技
術
名

汚
泥
掻
寄
機

の
脱
輪
抑
制

装
置

開
発
社

岩
田
産
業
株
式
会
社

(補
足
)

汚
泥
掻
寄
機
用

チ
ェ
ー
ン
脱
輪
抑
制

装
置

所
在
地

千
葉
市
稲
毛
区

長
沼
町
３
３
５

工
種

下
水
道

電
話
番
号

0
4
3
-2
5

9
-7
2
6
6

提
案
年
度

平
成
２
６
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.iw
a
ta
-s
a
n

g
yo
.jp
/

施
工
年
月

平
成
２
７
年
２
月

施
工
場
所

福
岡
県

発
注
機
関

公
益
財
団
法

人
福
岡
県
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２２
．．
安安
全全
性性
向向
上上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

施
工

者
の

意
見
(匿
名
)

万
一

の
震

災
に

備
え
て
、
自
社
が
施
工
し
た
汚
泥
掻
寄
機

の
機
能
維
持

や
安
全
性

の
向
上

と
、
顧
客

の
安
心
感
を
高

め
る

こ
と
が
で

き
る
。

技
術
（
製
品
）

の
施
工

状
況

ポ
イ
ン
ト

脱
輪
抑
制

装
置
を
汚
泥
掻
寄
機
に
取

り
付

け
る

こ
と
に
よ
り
、
地
震

や
ス

ロ
ッ
シ
ン
グ
等

の
揺
れ
に
対
し
て
高

い
チ
ェ
ー
ン
脱
輪
抑
制
効
果
を
発
揮

し
ま
す
。

脱
輪
抑
制

装
置

＜
脱
輪
抑
制

装
置
取
付
前
＞

＜
脱
輪
抑
制

装
置
取
付
後
＞
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技
術
名

高
耐
食
性
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
（
３
×
７
）

開
発
社

Ｊ
Ｆ
Ｅ
テ
ク
ノ
ワ
イ
ヤ
株
式
会
社

(補
足
)

落
石
防
護
柵

所
在
地

千
葉
市
中
央
区
新
浜
町
1
番
地

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
3
－
2
6
2
-2
5
0
5

提
案
年
度

平
成
２
６
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.jf
e
-t
e
c
h
n
o
-w
ir
e
.c
o
.jp

施
工
年
月

平
成
１
６
年
３
月

施
工
場
所

東
京
都
御
蔵
島
村
（
伊
豆
諸
島
）

発
注
機
関

東
京
都
三
宅
支
庁

路
線
名
等

－

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３３
．．
品品
質質
向向
上上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５５
．．
環環
境境
配配
慮慮

施
工
業
者
の
意
見
（
匿
名
）

他
社
の
塗
装
や
被
覆
の
ﾜｲ
ﾔﾛ
ｰﾌ
ﾟと
比
較
し
て
、
被
覆
性
能
が
良
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

塗
装
品
と
比
較
し
て
、
外
観
上
、
被
覆
の
割
れ
が
無
い
。

ま
た
、
よ
り
線
の
素
線
一
本
ず
つ
に
被
覆
し
て
い
る
た
め
、
被
覆
が
破
れ
た
場
合

も
被
害
は
よ
り
線
全
体
に
及
ば
ず
限
定
さ
れ
る
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

海
沿
い
で
且
つ
雨
量
が
多
い
こ
と
か
ら
金

属
製
の
部
材
は
腐
食
し
易
い
環
境
で
す
が
、

ロ
ー
プ
の
素
線
毎
に
被
覆
を
施
し
て
い
る
の

で
長
寿
命
が
得
ら
れ
ま
す
。

ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
被
覆
色
は
指
定
が
可

能
で
す
。

当
施
工
で
は
ネ
ッ
ト
と
同
色
の
グ
リ
ー
ン

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

【
落
石
防
護
柵
へ
の
適
用
例
】

御
蔵
島

落
石
防
護
柵

高
耐
食
性
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ

技
術
名

Ｉ
(ア
イ
)ホ
ー
ル

開
発
社

日
本
Ｉ
ホ
ー
ル
工
業
会
(千
葉
窯
業
株
式
会
社
)

(補
足
)

矩
形
組
立
マ
ン
ホ
ー
ル

所
在
地

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
３
－
１

工
種

下
水
道

電
話
番
号

0
4
3
-2
2
1
-3
4
7
1

提
案
年
度

平
成
2
6
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/ w
w
w
.c
h
ib
a
yo
g
yo
.c
o
.jp
/

施
工
年
月

平
成
2
8
年
1
月

施
工
場
所

千
葉
市
稲
毛
区
園
生
町

発
注
機
関

千
葉
市
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
道
建
設
課

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２２
．．
安安
全全
性性
向向
上上

３
．
品
質
向
上

４４
．．
工工
期期
短短
縮縮
・・
施施
工工
性性
向向
上上

５
．
環
境
配
慮

施
設
管
理
者
の
意
見
(千
葉
市
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
道
建
設
課
)

従
来
の
現
場
打
ち
構
造
で
の
構
築
と
比
較
し
て
、
十
分
な
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
で
き
る
と
と
も
に
、
工
期
の
短
縮
も
図
れ
、
周
辺
住
民
や
現
道
交
通
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

水
膨
張
性
弾
性
シ
ーー
リ
ン
グ
材
(ガ
ン
塗
布
型
)

水
膨
張
性
弾
性
シ
ー
リ
ン
グ
材
を
接
合
部
斜
面
に
ガ
ン
で
塗
布
し
、

高
い
水
密
性
・耐

震
性
を
確
保
し
ま
す
。

部
材

名
称

記
号

円
形
組
立
マ
ン
ホ
ー
ル
を
使
用

中
間
ブ
ロ
ッ
ク

Ｂ

管
取
付
ブ
ロ
ッ
ク
Ｈ

Ｄ

管
取
付
ブ
ロ
ッ
ク
Ｌ

Ｅ

頂
版
ブ
ロ
ッ
ク

Ａ

ⅠⅠ
ホホ
ーー
ルル
標標
準準
部部
材材
構構
成成

現
場
打
ち
と
比
較
す
る
と
・
・
・

・
型
枠
等
の
必
要
が
無
い
た
め
省
ス
ペ
ー
ス

化
が
図
れ
る
。

・
養
生
の
必
要
が
無
い
た
め
、
工
期
短
縮
が

図
れ
る
。

⇓⇓
⇓

周
辺
へ
の
影
響
軽
減
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技
術
名

自
転
車
道
対
応
用
函
渠
型
側
溝

開
発
社

千
葉
窯
業
株
式
会
社

(補
足
)

ス
リ
ム
側
溝
自
転
車
道
対
応
型

所
在
地

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
３
－
１

工
種

道
路

電
話
番
号

0
4
3
-2
2
1
-3
4
7
1

提
案
年
度

平
成
2
6
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/ w
w
w
.c
h
ib
a
yo
g
yo
.c
o
.jp
/

施
工
年
月

平
成
2
7
年
4
月

施
工
場
所

千
葉
市
稲
毛
区
宮
野
木
町

発
注
機
関

千
葉
市
建
設
局
土
木
部
花
見
川
・
稲
毛
土
木
事
務
所

路
線
名
等

穴
川
犢
橋
町
線

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２２
．．
安安
全全
性性
向向
上上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５５
．．
環環
境境
配配
慮慮

道
路
管
理
者
の
意
見
(千
葉
市
建
設
局
土
木
部
花
見
川
・
稲
毛
土
木
事
務
所
)

・
エ
プ
ロ
ン
幅
が
小
さ
く
、
路
肩
の
舗
装
幅
が
広
く
と
れ
た
の
で
、
今
後
自
転
車

の
走
行
環
境
を
整
備
す
る
際
に
活
き
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

・
Ｌ
形
側
溝
に
比
べ
車
両
が
乗
る
可
能
性
が
か
な
り
低
い
の
で
、
経
年
で
目
地
の

抜
け
や
ガ
タ
ツ
キ
が
生
じ
る
可
能
性
も
低
い
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

技
術
名

Ｓ
Ｎ
側
溝

開
発
社

千
葉
窯
業
株
式
会
社

(補
足
)

省
ス
ペ
ー
ス
消
音
側
溝

所
在
地

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
３
－
１

工
種

道
路

電
話
番
号

0
4
3
-2
2
1
-3
4
7
1

提
案
年
度

平
成
2
6
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/ w
w
w
.c
h
ib
a
yo
g
yo
.c
o
.jp
/

施
工
年
月

平
成
2
7
年
5
月

施
工
場
所

千
葉
市
花
見
川
区
幕
張
本
郷

発
注
機
関

千
葉
市
建
設
局
土
木
部
花
見
川
・
稲
毛
土
木
事
務
所

路
線
名
等

幕
張
本
郷
3
3
号
線

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２２
．．
安安
全全
性性
向向
上上

３
．
品
質
向
上

４４
．．
工工
期期
短短
縮縮
・・
施施
工工
性性
向向
上上

５５
．．
環環
境境
配配
慮慮

道
路
管
理
者
の
意
見
(千
葉
市
建
設
局
土
木
部
花
見
川
・
稲
毛
土
木
事
務
所
)

・
側
面
が
フ
ラ
ッ
ト
形
状
の
た
め
、
側
部
転
圧
作
業
性
の
向
上
、
十
分
な
仕
上
が

り
が
得
ら
れ
た
。

・
側
溝
外
幅
が
従
来
の
形
状
よ
り
も
小
さ
く
、
狭
い
道
路
で
の
適
用
が
有
効
で
あ

る
と
考
え
採
用
に
至
っ
た
。

・
側
溝
蓋
の
ガ
タ
ツ
キ
に
よ
る
騒
音
問
題
が
解
消
さ
れ
た
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況
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技
術
名

ウ
ェ
ー
ブ
ボ
ウ
ソ
ウ

開
発
社

千
葉
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
同
組
合

(補
足
)

雑
草
抑
制
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

所
在
地

千
葉
市
中
央
区
富
士
見
2
-2
2
-2

工
種

道
路

電
話
番
号

0
4
3
-2
2
7
-6
8
4
3

提
案
年
度

平
成
２
５
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

ht
tp
://
pa
rk
6.
w
ak
w
ak
.c
om
/~
co
nc
r

施
工
年
月

平
成
２
５
年
２
月

施
工
場
所

市
原
市
姉
崎

発
注
機
関

市
原
土
木
事
務
所

路
線
名
等

市
原
茂
原
線

１１
．．
建
設
費
・
管管
理理
費費
縮縮
減減

２２
．．
安安
全全
性性
向向
上上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５５
．．
環環
境境
配配
慮慮

道
路
管
理
者
の
意
見
(市
原
土
木
事
務
所
)

当
土
木
事
務
所
で
は
歩
道
整
備
の
際
、
雑
草
対
策
と
し
て
本
製
品
を
採
用
し
ま

し
た
。
完
成
か
ら
４
年
経
過
し
ま
し
た
が
、
雑
草
の
発
生
が
比
較
的
少
な
い
た
め

十
分
効
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

但
し
、
歩
道
舗
装
の
補
修
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
、
打
換
え
時
に
雑
草
発
生
を

抑
制
さ
せ
る
ウ
ェ
ー
ブ
状
の
溝
を
削
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が

あ
る
た
め
、
本
製
品
の
周
知
（
製
品
に
ウ
ェ
ー
ブ
ボ
ウ
ソ
ウ
で
あ
る
こ
と
を
示
す

マ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
）
等
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

←
ウ
ェ
ー
ブ
状
の
溝

※
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
に
ウ
ェ
ー
ブ
状
の
溝
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
剥
離
を
押
さ
え
雑
草
の
繁
殖
を
抑
制
し
ま
す
。
又
、
万
が
一
剥
離
し
て

も
ウ
ェ
ー
ブ
が
根
の
伸
長
を
妨
げ
生
育
を
抑
制
し
ま
す
。

※
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
に
ウ
ェ
ー
ブ
状
の
溝
を
設
け
る
こ
と

に
よ
り
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
剥
離
を
押
さ
え
雑
草
の
繁
殖
を
抑
制

し
ま
す
。
又
、
万
が
一
剥
離
し
て
も
ウ
ェ
ー
ブ
が
根
の
伸
長
を
妨

げ
生
育
を
抑
制
し
ま
す
。

技
術
名

ス
ー
パ
ー
ジ
ュ
ラ
イ
ト
シ
リ
ー
ズ

開
発
社

京
葉
興
業
株
式
会
社

(補
足
)

再
生
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
製
敷
板

所
在
地

千
葉
県
市
川
市
大
野
町
2
-6
4
8
-2

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
-3
3
7
-9
1
1
6

提
案
年
度

平
成
2
5
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.k
e
iy
o
-k
o
g
yo
.jp
/

施
工
年
月

平
成
２
５
年
3
月

施
工
場
所

千
葉
県
佐
倉
市

発
注
機
関

民
間

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２２
．．
安安
全全
性性
向向
上上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５５
．．
環環
境境
配配
慮慮

土
地
所
有
者
の
意
見

敷
き
鉄
板
と
違
う
点
は
、
車
か
ら
の
積
み
下
ろ
し
や
移
動
も
手
で
簡
単
に
作
業

で
き
る
程
、
軽
く
て
大
変
扱
い
や
す
い
製
品
で
あ
る
。
田
ん
ぼ
や
現
場
等
に
敷
い

て
作
業
で
き
、
敷
き
板
の
撤
去
後
も
地
面
が
固
く
な
ら
な
い
点
が
良
い
。
ま
た
、

耐
久
性
も
あ
り
、
地
面
に
良
く
馴
染
む
点
も
よ
い
。
使
用
後
の
手
入
れ
も
、
高
圧

洗
浄
で
簡
単
に
清
掃
が
で
き
保
管
で
き
る
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

「
ス
ー
パ
ー
ジ
ュ
ラ
イ
ト
シ
リ
ー
ズ
」
は
再
生
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
製
の
敷
板
で
す
。
敷
き
鉄
板
ま
で
は
必
要

と
し
な
い
Ｎ
値
2
以
上
の
地
盤
に
使
用
で
き
、
軽
量
で
耐
久
性
が
あ
り
積
載
効
率
も
敷
き
鉄
板
の
1
0
倍
以
上
で

す
。
歩
行
と
重
機
走
行
が
兼
用
で
き
る
安
全
性
の
高
い
敷
板
で
す
。
建
設
現
場
の
養
生
や
仮
設
駐
車
場
の
設
営

等
の
ご
利
用
と
共
に
、
軽
量
の
た
め
、
敷
板
撤
去
後
の
地
盤
が
敷
き
鉄
板
と
違
い
、
固
く
な
る
事
が
な
い
点
も

ご
好
評
を
頂
い
て
居
り
ま
す
。
ま
た
敷
板
を
粉
砕
し
再
利
用
で
き
る
た
め
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
製
品
で
す
。
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技
術
名

多
自
然
環
境
ブ
ロ
ッ
ク
（
V
C
シ
リ
ー
ズ
）

開
発
社

株
式
会
社
ト
ッ
コ
ン

(補
足
)

所
在
地

千
葉
県
い
す
み
市
岬
町
桑
田
1
2
7
1

工
種

河
川

電
話
番
号

0
4
7
0
－
8
7
－
5
1
1
1

提
案
年
度

平
成
2
5
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

ht
tp
://
w
w
w
.ii
zu
ka
-g
ro
up
.c
o.
jp
/

施
工
年
月

平
成
2
7
年
9
月

施
工
場
所

茂
原
市
長
尾

発
注
機
関

長
生
土
木
事
務
所

路
線
名
等

二
級
河
川
一
宮
水
系
阿
久
川

１１
．．
建建
設設
費費
・
管
理
費
縮縮
減減

２２
．．
安安
全全
性性
向向
上上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５５
．．
環環
境境
配配
慮慮

河
川
管
理
者
の
意
見
(長
生
土
木
事
務
所
）

ブ
ロ
ッ
ク
の
明
度
が
低
い
こ
と
か
ら
、
景
観
に
調
和
し
た
護
岸
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
表
面
が
滑
り
に
く
い
た
め
、
安
全
性
に
優
れ
て
い
る
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

ブ
ロ
ッ
ク
設
置
状
況

完
成

計
画
断
面
図
：
河
川
災
害
復
旧
工
事

（
2
6
災
河
第
7
号
）

従従
来来
品品

スス
ロロ
テテ
クク
トト
VV
CC

明
度
の
比
較

表
面
の
状
態

従
来
品
と
比
較
す
る
と
・
・
・

・
表
面
が
滑
り
に
く
く
安
全
性
に
優
れ
る
。

・
明
度
が
低
く
周
辺
の
環
境
と
調
和
し
て
い
る
。

・
ブ
ロ
ッ
ク
の
空
隙
部
分
か
ら
植
生
が
可
能
で
環

境
面
に
も
配
慮
し
て
い
る
。

ス
ロ
テ
ク
ト
V
C

ジ
ェ
ロ
ッ
ク

技
術
名

自
立
型
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
法

開
発
社

株
式
会
社
ト
ッ
コ
ン

(補
足
)

所
在
地

千
葉
県
い
す
み
市
岬
町
桑
田
1
2
7
1

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
0
－
8
7
－
5
1
1
1

提
案
年
度

平
成
2
5
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.ii
z
u
k
a
-g
ro
u
p
.c
o
.jp
/

施
工
年
月

平
成
2
7
年
5
月

施
工
場
所

匝
瑳
市
吉
崎

発
注
機
関

海
匝
土
木
事
務
所

路
線
名
等

二
級
河
川
新
川
水
系
新
川

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４４
．．
工工
期期
短短
縮縮
・・
施施
工工
性性
向向
上上

５
．
環
境
配
慮

河
川
管
理
者
の
意
見
(海
匝
土
木
事
務
所
）

自
立
型
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用
し
た
こ
と
で
、
積
み
上
げ
が
容
易
で
施
工
性
に
優

れ
従
来
型
に
比
べ
工
期
短
縮
が
図
れ
た
と
感
じ
た
。

設
計
は
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
（
控
3
5
0
m
m
）
と
裏
込
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
1
0
0
m
m
)

で
あ
っ
た
が
、
控
4
5
0
m
m
の
製
品
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
裏
型
枠
を
設
置
せ
ず

に
胴
込
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
で
き
る
こ
と
で
出
来
形
管
理
の
簡
略
化
が
で
き

た
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

ブ
ロ
ッ
ク
積
上
げ
後
、
裏
込
め
砕
石
施
工

完
成

従
来
品
と
比
較
す
る
と
・
・
・

胴
が
い
・
尻
が
い
及
び
裏
型
枠
が
不
要
と
な
り
施

工
性
と
品
質
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

計
画
断
面
図
：
広
域
河
川
改
修
（
復
興
）
工
事

（
護
岸
工
そ
の
1
2
）

こ
の
背
面
壁
が
裏
型
枠
の

代
り
と
し
て
施
工
可
能

裏
込
コ
ン
ク
リ
ー
ト
厚
を
含

め
た
製
品
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。

控
35
0～

55
0m

m
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技
術
名

ト
ッ
プ
ベ
ー
ス
工
法

開
発
社

株
式
会
社
ト
ッ
コ
ン

(補
足
)

コ
マ
型
基
礎
工
法

所
在
地

千
葉
県
い
す
み
市
岬
町
桑
田
1
2
7
1

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
0
－
8
7
－
5
1
1
1

提
案
年
度

平
成
2
5
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.ii
z
u
k
a
-g
ro
u
p
.c
o
.jp
/

施
工
年
月

平
成
2
7
年
1
1
月

施
工
場
所

浦
安
市
舞
浜

発
注
機
関

葛
南
土
木
事
務
所

路
線
名
等

浦
安
海
岸

１１
．．
建建
設設
費費
・
管
理
費
縮縮
減減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４４
．．
工工
期期
短短
縮縮
・・
施施
工工
性性
向向
上上

５
．
環
境
配
慮

海
岸
管
理
者
の
意
見
(葛
南
土
木
事
務
所
)

高
潮
護
岸
を
整
備
し
て
い
る
浦
安
海
岸
舞
浜
地
区
で
は
、
地
盤
が
軟
弱
で
あ
る
こ

と
か
ら
特
に
不
等
沈
下
が
懸
念
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
護
岸
基
礎
部

に
は
、
荷
重
分
散
に
よ
る
沈
下
抑
制
が
図
れ
る
ト
ッ
プ
ベ
ー
ス
工
法
（
連
結
タ
イ

プ
）
を
採
用
し
て
お
り
、
経
済
性
、
施
工
性
に
も
優
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

計
画
断
面
図
:海
岸
基
盤
整
備
工
事

（
護
岸
工
そ
の
2
5
）

コ
マ
型
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
状
況

設
置
完
了

特
徴
・
構
造
物
等
の
荷
重
を
分
散
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
地
盤

に
伝
え
て
支
持
力
不
足
を
補
い
、
沈
下
抑
制
に
多
大

な
効
果
を
発
揮
で
き
る
。

・
大
型
の
施
工
機
械
を
使
用
せ
ず
経
済
性
、
施
工
性

の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

連
結
タ
イ
プ

単
独
タ
イ
プ

技
術
名

ロ
ボ
ッ
ク

開
発
社

株
式
会
社
ト
ッ
コ
ン

(補
足
)

連
結
ボ
ル
ト
結
合
に
よ
る

多
自
然
大
型
空
積
ブ
ロ
ッ
ク

所
在
地

千
葉
県
い
す
み
市
岬
町
桑
田
1
2
7
1

工
種

河
川

電
話
番
号

0
4
7
0
－
8
7
－
5
1
1
1

提
案
年
度

平
成
2
5
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.ii
z
u
k
a
-g
ro
u
p
.c
o
.jp
/

施
工
年
月

平
成
2
6
年
3
月

施
工
場
所

富
津
市
金
谷

発
注
機
関

富
津
市
役
所

路
線
名
等

普
通
河
川
矢
五
川

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４４
．．
工工
期期
短短
縮縮
・・
施施
工工
性性
向向
上上

５５
．．
環環
境境
配配
慮慮

河
川
管
理
者
の
意
見
(富
津
市
役
所
)

当
現
場
は
、
川
幅
が
狭
く
ま
た
民
家
が
隣
接
し
て
い
る
事
か
ら
用
地
に
制
限
が
あ

り
ま
し
た
。
籠
護
岸
に
比
べ
使
用
す
る
用
地
幅
が
狭
く
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
結
合
を
連

結
ボ
ル
ト
に
よ
り
行
う
こ
と
に
よ
り
連
続
施
工
を
可
能
と
し
工
期
の
短
縮
を
図
る

こ
と
が
可
能
な
、
本
製
品
を
採
用
し
ま
し
た
。

ま
た
、
緑
化
タ
イ
プ
は
胴
込
め
に
発
生
土
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
残
土
の
低
減

お
よ
び
壁
面
の
緑
化
に
よ
る
景
観
へ
の
配
慮
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

（
製
品
）
施
状
況

計
画
断
面
図
：
河
川
災
害
復
旧
工
事

（
2
5
災
第
8
号
）

景
観
タ
イ
プ
設
置
・
胴
込
砕
石
充
填
状
況

緑
化
タ
イ
プ
完
成

特
徴

・
連
結
ボ
ル
ト
を

使
用
す
る
こ
と
に

よ
り
練
積
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

と
同
等
の
構
造
と

な
る
。

・
景
観
、
緑
化
、

魚
巣
タ
イ
プ
な
ど

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
揃
え
て
い
る
。

植
生
イ
メ
ー
ジ
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技
術
名

Ｖ
ロ
ッ
ク

開
発
社

株
式
会
社
ト
ッ
コ
ン

(補
足
)

大
型
練
積
ブ
ロ
ッ
ク

所
在
地

千
葉
県
い
す
み
市
岬
町
桑
田
1
2
7
1

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
0
－
8
7
－
5
1
1
1

提
案
年
度

平
成
2
5
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.ii
z
u
k
a
-g
ro
u
p
.c
o
.jp
/

施
工
年
月

平
成
2
6
年
1
0
月

施
工
場
所

い
す
み
市
正
立
寺

発
注
機
関

い
す
み
市
役
所

路
線
名
等

市
道
夷
3
1
1
号
線

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４４
．．
工工
期期
短短
縮縮
・・
施施
工工
性性
向向
上上

５５
．．
環環
境境
配配
慮慮

施
設
管
理
者
の
意
見
(い
す
み
市
役
所
)

本
製
品
を
使
用
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
従
来
の
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
だ
と
1
0
個
/m
2
必

要
な
と
こ
ろ
、
本
製
品
は
1
.6
個
/m
2
で
対
応
で
き
、
さ
ら
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
上
下

面
が
水
平
で
あ
り
、
水
平
積
で
自
立
す
る
た
め
施
工
性
が
よ
く
作
業
効
率
が
上

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
河
川
護
岸
と
し
て
使
用
し
ま
し
た
が
、
ブ
ロ
ッ
ク

壁
面
が
擬
石
模
様
で
あ
り
、
自
然
石
状
の
景
観
を
し
て
い
る
た
め
周
辺
環
境
と
の

違
和
感
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

計
画
断
面
図
:社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
工
事

ブ
ロ
ッ
ク
設
置
状
況

完
成

従
来
品
と
比
較
す
る
と
・
・
・

・
従
来
は
1
0
個
/㎡
程
度
だ
っ
た
も
の
を
1
.6
個
/㎡
の

規
格
に
し
た
こ
と
に
よ
り
施
工
性
が
向
上
。

・
ブ
ロ
ッ
ク
上
下
面
を
水
平
構
造
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、

水
平
積
で
自
立
す
る
た
め
、
施
工
時
の
安
定
性
が
向
上
。

622m
m 99

8m
m

技
術
名

基
礎
ブ
ロ
ッ
ク

開
発
社

株
式
会
社
ト
ッ
コ
ン

(補
足
)

自
立
型
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
積
用

所
在
地

千
葉
県
い
す
み
市
岬
町
桑
田
1
2
7
1

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
0
－
8
7
－
5
1
1
1

提
案
年
度

平
成
2
5
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/w
w
w
.ii
z
u
k
a
-g
ro
u
p
.c
o
.jp
/

施
工
年
月

平
成
2
6
年
2
月

施
工
場
所

千
葉
市
花
見
川
区
犢
橋
地
先

発
注
機
関

千
葉
土
木
事
務
所

路
線
名
等

一
級
河
川
利
根
川
水
系
印
旛
放
水
路

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４４
．．
工工
期期
短短
縮縮
・・
施施
工工
性性
向向
上上

５
．
環
境
配
慮

河
川
管
理
者
の
意
見
(千
葉
土
木
事
務
所
)

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
基
礎
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用
す
る
こ
と
で
型
枠
組
立
、
脱
型
が
不
要
な

こ
と
か
ら
、
工
期
短
縮
と
出
来
形
・
品
質
管
理
の
簡
略
化
が
図
れ
ま
す
。

製
品
コ
ス
ト
が
高
く
と
も
、
大
幅
な
工
期
短
縮
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
今
後
使
用

頻
度
が
増
え
る
と
考
え
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

計
画
断
面
図
：
広
域
河
川
改
修
工
事
（
護
岸
工
）

ブ
ロ
ッ
ク
形
状
確
認

擁
壁
構
造
に
合
わ
せ
た
多
様
な
シ
リ
ー
ズ
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

胴
込
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
後
完
成

従
来
品
と
比
較
す
る
と
・
・
・

従
来
は
現
場
打
ち
で
対
応
し
て
い
た
も
の
を
、
本
製
品
の

活
用
に
よ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
基
礎
工
事
の
施
工
性
が
向
上
し
、

工
期
の
短
縮
が
期
待
で
き
る
。

自
立
型
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
用

基
礎
ブ
ロ
ッ
ク

Ｖ
ロ
ッ
ク
用

基
礎
ブ
ロ
ッ
ク

ロ
ボ
ッ
ク
用

基
礎
ブ
ロ
ッ
ク

自
立
型
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
用

基
礎
ブ
ロ
ッ
ク

Ｖ
ロ
ッ
ク
用

基
礎
ブ
ロ
ッ
ク

ロ
ボ
ッ
ク
用

基
礎
ブ
ロ
ッ
ク
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